
 
 

今後の理科教育設備整備費補助等の在り方について 

 

平成 31 年４月 22 日 

理科教育等設備基準改訂のための検討会 

 

○ 理科教育振興法（昭和 28 年法律第 86 号。以下「法」という。）は、理科教育の振興を

図ることを目的に、昭和 28 年８月に議員立法として制定され、法制定当時は公立学校の

理科設備の整備のみを補助の対象としていたが、昭和 32 年に私立学校に対象を拡大し、

昭和 47 年に算数・数学設備も対象に加えるなどの改正が行われてきた。この法律に基づ

く理科教育設備整備費補助（以下「理振補助」という。）については、長年にわたり、全

国的な理科教育及び算数・数学教育のための設備（以下「理科教育等設備」という。）の

整備を促進し、理科観察実験支援事業による観察実験アシスタント（以下「ＰＡＳＥＯ
1」という。）の配置と相まって、理数教育の充実、ひいては、我が国の科学技術イノベー

ションの創出につながる人材の育成に寄与してきたところである。 

 

○ 理振補助については、理科教育振興法施行令（昭和 29年政令第 421 号。以下「政令」

という。）等によって定められる設備基準（以下「基準」という。）に従って行われるもの

であり、学習指導要領の改訂等に伴い、累次にわたる基準の見直しが行われてきたところ

である。平成 29年及び平成 30 年に学習指導要領が改訂されたことに伴い、新学習指導要

領に基づく理数教育がより充実したものとなるよう、必要な基準の見直しを行っていくこ

とが必要である。 

 

○ 今後、法に基づき、中央教育審議会における審議を経て、必要な基準の見直しを行うこ

とが必要になるため、中央教育審議会における審議に資するよう、理科教育等設備基準改

訂のための検討会を開催し、この度、議論の取りまとめを行った。 

 

○ 今回は、小学校（義務教育学校の前期課程を含む。以下同じ。）、中学校（義務教育学校

の後期課程、中等教育学校の前期課程を含む。以下同じ。）並びに特別支援学校の小学部

及び中学部に関する議論を行っており、文部科学省において、当該学校種の基準の見直し

を速やかに進めることが望まれる。なお、本検討会としては、引き続き、高等学校（中等

教育学校の後期課程を含む。以下同じ。）及び特別支援学校の高等部に関する議論を継続

していくこととする。 

 

１．理数教育の振興の必要性 

○ 法第１条においては、「この法律は、理科教育が文化的な国家の建設の基盤として特に

重要な使命を有することにかんがみ、教育基本法（平成 18年法律第 120 号）及び学校教

育法（昭和 22 年法律第 26 号）の精神にのつとり、理科教育を通じて、科学的な知識、技

能及び態度を習得させるとともに、工夫創造の能力を養い、もつて日常生活を合理的に営
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み、且つ、わが国の発展に貢献しうる有為な国民を育成するため、理科教育の振興を図る

ことを目的とする。」と規定されている。 

 

○ 今、我々が生きる社会は、人工知能（AI）、ビッグデータ、Internet of Things

（IoT）、ロボティクス等の先端技術が高度化し、あらゆる産業や社会生活に取り入れら

れ、社会の在り方が劇的に変化していくことが予想されており、大きな変革として

Society 5.0 が訪れようとしている。 

 

○  そのような Society 5.0 において、我が国が今後も発展を続けていくためには、課題

を設定し、解決する力や異質のものを組み合わせる力などにより、科学技術イノベーシ

ョンの創出を担う多様な優れた人材を養成していくことが求められており、そのために

は、初等中等教育段階から理数教育を振興し、科学技術人材の裾野を拡大していくこと

が重要である。 

 

○ また、これまでに経験したことのない時代が到来するからこそ、国民一人一人が豊かな

社会の実現に向けて、目指すべき社会像について考え、議論し、日常生活を合理的に営む

ことができるよう、科学技術に関する基礎的な素養を育んでいくことが重要である。 

 

○ 新学習指導要領においては、今後の社会像についても見据えた上で必要な改訂がなされ

ているところであり、新学習指導要領に基づき各学校において理数教育の充実を図ること

ができるよう、教育環境の整備を進めていくことが重要である。 

 

２．理科教育設備整備費等補助金の概要 

○ 理数教育に関する教育環境の整備の観点から、文部科学省では、理科教育設備整備費等

補助金による、理振補助と理科観察実験支援事業の二つの事業を実施してきたところであ

る。 

 

（理振補助の概要） 

○ 理振補助は、法に基づき、公立及び私立の小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校

における理科教育等設備の整備に要する経費の２分の１2を補助する制度である。 

 

○ 具体的な設備整備の基準については、法第９条の委任に基づき政令において定められて

おり、理科教育においては「通常必要なもの」（政令第２条第１項）が、算数・数学教育

においては「標準的なものとして備えられるべき教材以外のもので、当該教育のため特に

必要なもの」（法第９条第１項第１号等）が補助対象とされている。また、補助対象とな

る設備の基準に関する細目については、理科教育のための設備の基準に関する細目を定め

る省令（昭和 29年文部省令第 31号。以下「省令」という。）において「品目」と「数

量」が規定されている。これを踏まえ、理科教育設備整備費等補助金交付要綱（以下「交
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付要綱」という。）において、「品目」毎に「例示品目」が定められ、「例示品目」のう

ち、優先的に整備すべきものが「重点設備」として定められているところである。加え

て、設備整備に要する経費の限度額として、学校種ごとに１校当たりの「基準金額」を示

しているところである。 

 

○ なお、理科教育及び算数・数学教育において使用される設備の整備に関連する制度とし

ては、理振補助のほか、「教材整備指針」を踏まえた「義務教育諸学校における教材整備

計画」に基づく地方財政措置及び「教育のＩＣＴ化に向けた環境整備５か年計画」に基づ

く地方財政措置がある。 

 

○ 「教材整備指針」については、昭和 42 年の教材基準の策定以降、累次の学習指導要領

の改訂を踏まえ、教材整備の参考基準として公表してきたものである。また、「教材整備

指針」を踏まえた「義務教育諸学校における教材整備計画」に基づき、2012 年度から

2021 年度までの期間中の安定的な教材整備のため、単年度約 800 億円の地方財政措置が

講じられている。なお、新学習指導要領を踏まえた「教材整備指針」については、現在改

訂作業中である。 

 

○ 「教育のＩＣＴ化に向けた環境整備５か年計画」については、2018～2022 年度の期間

におけるＩＣＴ環境整備を目的として策定したものであり、当該期間中の学習者用コンピ

ュータ、指導者用コンピュータ、大型提示装置・実物投影機等の整備のために必要な経費

として、単年度約 1,805 億円の地方財政措置が講じられている。 

 

（理科観察実験支援事業の概要） 

○ 理科観察実験支援事業については、公立及び私立の小学校、中学校、特別支援学校の小

学部及び中学部におけるＰＡＳＥＯの配置に要する経費の３分の１を補助する制度であ

る。 

 

３．新学習指導要領における理数教育の充実の方向性 

○ 新学習指導要領では、これまでの我が国の学校教育の実践や蓄積を活かし、児童生徒が

未来社会を切り拓くために必要な資質・能力を一層確実に育成していく観点から、全ての

教科等の目標や内容を①知識及び技能、②思考力、判断力、表現力等、③学びに向かう

力、人間性等の三つの柱で再整理し、何ができるようになるかを明確化し、また、知識の

理解の質を一層向上させる観点から、主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニン

グ）の視点からの授業改善を推進すること等が示された。 

 

○ こうした基本理念の下、小学校及び中学校における算数・数学及び理科については、前

回改訂において２～３割程度授業時数を増加し充実させた内容を今回も維持した上で、日

常生活等から課題を見いだす活動や見通しをもった観察、実験などの充実により更に学習

の質の向上を図ることとした。 
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○ この趣旨は、例えば、教科書等で示された手順通りに実験を行い、全ての児童生徒が同

じデータを得ることが目的化した授業や、暗記した公式等を用いてドリルをこなしていく

だけの授業ではなく、各教科固有の見方・考え方を働かせながら、児童生徒が課題を見い

だしたり、解決する方法を考えたり、自分の考えを表現したりしながら学習していくこと

で、算数・数学や理科に関する資質・能力をより一層確実に育成していくことを目指すも

のである。 

 

○ また、学習内容についても、算数・数学においては必要なデータを収集・分析し、その

傾向を踏まえて課題を解決するための統計教育の充実や、理科においては自然災害に関す

る内容の充実等の改善を行った。 

 

○ 加えて、小学校においては、児童がプログラミングを体験しながら、コンピュータに意

図した処理を行わせるために必要な論理的思考力（プログラミング的思考）を身に付ける

ための学習活動（以下「プログラミング教育」という）を計画的に実施することとしてお

り、第５学年の算数の「図形」や第６学年の理科の「電気の利用」について学習する際に

プログラミング教育を行うことについて例示しているところである。 

 

○ さらに、観察、実験等のための環境整備に十分配慮することを明記し、理科室や教材、

器具等の物的環境の整備や人的支援など、長期的な展望のもとに計画的に環境整備してい

くことを促すこととしている。 

 

○ 特別支援学校についても、育成を目指す資質・能力、主体的・対話的で深い学びの視点

からの授業改善等の初等中等教育全体の改善・充実の方向性を重視している。 

 

○ また、障害のある児童生徒の学びの場の柔軟な選択を踏まえ、小・中・高等学校の教育

課程との連続性を重視するとともに、障害の状態等を踏まえ、特に必要がある場合には、

個別の指導計画に基づき、当該学年や学部の学習指導要領の各教科の目標及び内容の一部

又は全部を前の学年や学部の目標及び内容に替えて、教育課程を編成できるように規定し

ているところである。 

 

４．理振補助等の改善 

○ こうした新学習指導要領の趣旨・内容に沿った指導をより効果的に実施していくための

教育環境を整備していくに当たり、理振補助及び理科観察実験支援事業について、主に以

下の四つの観点から必要な見直しについて検討を行った。 

 

（１）厳しい財政状況下における計画的・効果的な設備整備の促進 

○ 現在においても、交付要綱において優先的に整備すべき設備として「重点設備」を示す

等して、各設置者及び各学校における計画的・効果的な設備整備を促進している。ただし、

4



 
 

重点設備のうち小学校では約 20％、中学校では約 75％について、半数以上の学校が未保有

の状況となっている3。 

 

○ 国及び地方公共団体ともに財政状況が厳しい今日において、児童生徒が身に付けるべき

資質・能力を確実に育成するためには、必要な設備を精選しつつ、計画的・効果的に整備

を行っていくことが必要である。 

 

○ 計画的・効果的な設備整備の促進については、平成 27 年度に財務省が実施した予算執行

調査（以下「平成 27 年度予算執行調査」という。）においても指摘がなされているところ

であり、最低限整備すべき設備の品目やその必要な性能、数量の示し方等について検討し

ていくことが必要である。 

 

○ また、計画的・効果的な設備整備を促進していく観点から、国として整備状況等を把握

する方法について併せて検討していくことが必要である。 

 

（２）新学習指導要領等を踏まえた品目の見直し 

○  新学習指導要領においては、３．に記載のとおり、主体的・対話的で深い学びの視点か

らの授業改善を推進するとともに、一部の学習内容を充実したところであり、それに対応

した理科教育等設備が必要かどうかという観点から、品目の見直しについて検討すること

が必要である。また、前回の基準の見直し以降、技術の進展等に伴い、一般的と考えられ

ている観察、実験等の方法や設備が変化していること、学校におけるＩＣＴ環境の整備が

進みつつあること等を踏まえて、品目の見直しを行っていくことが必要である。 

 

（３）台帳管理の適正化 

○ 理振補助は基準金額を限度として補助を行っているため、各学校では基準金額に対する

理科教育等設備の現有額を把握することが必要である。 

 

○ このため、理振補助の交付対象となる学校は、「理科教育等設備台帳」（以下「理振台帳」

という。）を作成し、理科教育等設備の状況を管理することが求められている。一方で、平

成 27 年度予算執行調査においては、理振台帳に記載されている内容と現有している設備の

不一致が生じていること等が指摘されており、学校における働き方改革の視点も踏まえ、

適正な台帳管理を行いやすくするための台帳管理の在り方についても検討していくことが

必要である。 

 

（４）ＰＡＳＥＯの配置促進  

○ ＰＡＳＥＯについては、配置をした学校に対して実施したアンケート調査4によると、

約 89％の学校で観察、実験の回数が増えた、約 98％の学校で児童生徒の興味・関心・意

                                                      
3 平成 29 年度「理科教育設備整備に関する充足調査」結果（公益社団法人理科教育振興協会） 
4 平成 29 年度理科教育設備整備費等補助金（理科観察実験支援事業[PASEO]）に関する実施状況調査 （文部科学省） 
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欲が増した、思考力等の向上に寄与したと感じているといった結果が出ている。国として

は、より一層効果的に取組を進める観点から、ＰＡＳＥＯを優先的に配置すべき学校の考

え方について検討していくことが必要である。 

 

５．設備基準等の改善の方向性 

（１）厳しい財政状況下における計画的・効果的な設備整備の促進 

①補助対象となる品目の考え方とその示し方 

（現行の基準の考え方） 

○ 現行の省令では、各設置者及び各学校における裁量の幅を確保する観点から、「品目」

については、個別具体の品目名称ではなく、「重さ測定用具」、「物体の運動学習用具」な

ど、教育内容に着目した総合名称が規定され、個別具体の品目の名称は、交付要綱におい

て、「例示品目」として示されている。 

 

○ また、補助対象については、１組当たりの取得価格が一定額未満の少額設備5やコンピ

ュータの本体や基本ソフト等、各教科等の教育に共通して使用され得る設備は、理振補助

の対象外とされているところである。 

 

（改善の方向性） 

○ 各学校における授業については、学習指導要領に基づき、地域や学校、児童生徒の実態

等に応じて、各学校の創意工夫によって行われるものであることから、そのために必要と

なる理科教育等設備の整備についても各設置者及び各学校において、一定の裁量が必要で

ある。このため、今回も裁量の幅の確保といった方向性については、基本的には維持する

ことが適当である。 

 

○ 学校において標準的に備えられる少額設備については、「義務教育諸学校における教材

整備計画」に基づき、また、各教科の教育に共通して使用され得る設備については、「教

育のＩＣＴ化に向けた環境整備５か年計画」及び「義務教育諸学校における教材整備計

画」に基づき、それぞれ地方財政措置が講じられているところである。このため、理振補

助の対象となる品目についても、現行の基準の考え方を維持し、関連する制度の組合せに

よる整備を促進していくことが適当である。 

 

○ こうした考え方に基づき、別紙１のとおり、基準の改訂の参考となるよう、小学校、中

学校、特別支援学校の小学部及び中学部における理科教育等設備について、「品目」、「例

示品目」、「関連する新学習指導要領における主な学習内容」、「数量」、「重点設備の考え

方」を整理した。 

 

○ なお、特に、ＩＣＴに関連する設備整備の考え方については、各制度との関連について

後述の５．（２）で整理した。 

                                                      
5 小学校 １万円、中学校 ２万円、高等学校 ４万円 
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②優先的に整備すべき設備の考え方とそれを踏まえた基準金額の示し方 

（現行の基準の考え方） 

○ ４．（１）に記載のとおり、各設置者及び各学校における計画的・効果的な整備を促進

する観点から、交付要綱において優先的に整備すべき例示品目を「重点設備」として示し

ている。この現行の「重点設備」の検討に際しては、例示品目をＡ～Ｃ6の３つのランク

に分類し、Ａランク及びＢランクのものを「重点設備」として整理したところである。 

 

○ また、基準金額については、１校当たりの補助対象経費の上限として基準金額が定めら

れている。 

 

（改善の方向性） 

○ ４．（１）に記載のとおり、現時点での重点設備についても十分な整備がなされている

とは言えない状況があることを踏まえ、児童生徒に必要な資質・能力を確実に育成するた

めに最低限必要となる設備を精選して示すことによって、より一層、計画的・効果的な整

備を促進することとした。 

 

○ このため、「新学習指導要領の趣旨・内容に沿った指導を行う上で、全ての学校が、最

低限整備すべき設備」をＡランク、「新学習指導要領の趣旨・内容に沿った指導を行う上

で、複数の観察、実験や指導方法等から選択をして指導を行う必要があるため、児童生徒

の実態等に応じて選択して整備すべき設備」をＢランク、「新学習指導要領において重視

されている「数学的活動」や「見通しをもった観察、実験」をより一層充実する観点か

ら、児童生徒の実態等に応じて必要に応じて整備すべき設備」をＣランクとして、分類を

行った。また、上記のうち、Ａランクの設備を「最重点設備」として整理することとし

た。 

 

○ 別紙１については、上記の考え方に基づき、優先的に整備すべき設備の考え方を整理し

たところであり、これを踏まえて、交付要綱における例示品目についても、必要な見直し

を行っていくことが必要である。その際、「最重点設備」を明示するなどして、当該設備

が最優先で整備されるよう促していくことも必要である。 

 

○ なお、算数・数学教育に関する設備については、「標準的なものとして備えられるべき

教材以外のもので、当該教育のため特に必要なもの」を補助対象としていることから、現

行の基準と同様に、Ｂランク及びＣランクに分類される設備のみを交付要綱の例示品目と

して示すことが適当である。 

 

                                                      
6 現行の基準におけるＡ～Ｃランクの考え方は以下のとおり。 

・Ａ：「新学習指導要領の趣旨・内容に沿った指導を行う上で、最も優先的に整備すべき設備」 

・Ｂ：「標準的に備えておくことが望ましい設備」 

・Ｃ：「整備することにより、指導が一層充実すると考えられる設備」 
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○ また、交付要綱の改正に当たっては、１校当たりの基準金額を併せて見直していくこと

が必要であるが、その際、Ａ～Ｃランクの全ての例示品目を全ての学校が整備しなければ

ならないものではないことを踏まえ、１校当たりの基準金額が過大とならないように規定

することも検討していくことが必要である。 

 

○ なお、基準金額については、平成 27年度予算執行調査の結果を踏まえて、後述の６．

のとおり複数の学校における共同利用等を促進していくのであれば、学校ごとの基準金額

ではなく、設置者が同一である複数の学校の基準金額を合計した額を超えない範囲で設備

を整備できるようにする等、一定程度、柔軟な解釈を可能とすることも検討すべきであ

る。 

 

③数量の考え方とその示し方 

（現行の基準の考え方） 

○ 現行の基準における「数量」の考え方については、標準的な学級編制及び想定される実

験グループ編成の人数（４人に１組、２人に１組、１人に１組）に応じて算出されてい

る。 

 

○ また、具体的な数量については、各設備が実際に使用される場面を想定して、「１学校

当たり必要な設備」「児童生徒４人に１組必要な設備」「児童生徒２人に１組必要な設備」

「児童生徒１人に１組必要な設備」7等といった分類を行った上で、省令や交付要綱にお

いて必要数量を定めているところである。 

 

（改善の方向性） 

○ 別紙１については、現行の基準と同様の考え方に基づき、「数量」を整理したところで

あり、これを踏まえて、省令や交付要綱の改正を進めることが必要である。 

 

○ なお、全校の児童生徒が 30 名以下の少人数学校が小中学校あわせて 1,869 校（6.9％）
8ある実態等に鑑みれば、基準に定める数量よりも少ない数量を整備すれば足りる学校も

あることから、各設置者及び各学校における実際の整備に当たっては、各地域における学

校数や児童生徒数の見通し等も踏まえつつ、別紙１の考え方も参考として、実態に応じた

整備を進めていくことが重要である。 

 

④単価差・性能差が大きい理科教育等設備の取扱いの明確化 

○ 平成 27 年度予算執行調査においては、望遠鏡や純水製造装置等について同一品名の設

備の調達単価差が拡大していることを指摘されたところである。 

                                                      
7 別紙１中、数量の欄については、それぞれ、個：児童生徒１人に１組必要、ペ：児童生徒２人に１組必要、

班：児童生徒４人（特別支援学校においては３人）に１組必要、級：１学級に１組必要、年：１学年に１組必

要、校：１校に１組必要であることを意味する。また、校２：１校に２組必要、個２：児童生徒１人に２組必

要であることを意味する。 
8 平成 29 年度学校基本調査（文部科学省） 
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○ このため、単価差・性能差が拡大しやすい理科教育等設備については、学習指導要領に

基づく指導を行う上で、活用することが考えられる場面や標準的に必要と思われる性能に

関する参考資料を別紙２のとおり示すこととした。 

 

○ 理科教育等設備については、各設置者及び各学校において創意工夫に基づいた授業を実

施することができるよう、地域や学校、児童生徒の実態等を踏まえて整備すべきものであ

り、必ずしも、この参考資料に示す性能以上の理科教育等設備を整備することを理振補助

の対象外とするものではないが、必要性を精査することなく、高性能で高価な理科教育等

設備を整備することがないように留意して整備を行っていくことが必要である。 

 

（２）新学習指導要領等を踏まえた品目の見直し 

①品目の変更の考え方 

○ 基準に示す具体的な品目については、新学習指導要領に基づく理数教育を確実に実施す

ることができるよう、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善を推進することや

新学習指導要領において学習内容が充実された項目があること、技術の進展等に伴い、一

般的と考えられている観察、実験等の方法や設備が変化したこと、学校におけるＩＣＴ環

境の整備が進みつつあること等を踏まえて変更を加えている。 

 

○ なお、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善を行う上では、「提示説明器

具」として掲げている品目についても、教師が一方的に講義をすることを念頭においたも

のではなく、必要に応じて、児童生徒が授業中に当該設備を用いて発表等を行うことも念

頭におく等、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善を行う上で必要となる設備

の整備について各設置者及び各学校において検討することが重要である。 

 

○ また、例示品目は学習指導要領に基づく理数教育を行う上で必要となる理科教育等設備

を示したものであるが、必ずしも既製品の購入によって対応する必要はなく、例えば、自

作の教材や無料のアプリケーションソフト等によって指導を行うことが可能な場合も考え

られるため、地域や学校、児童生徒の実態等に応じて整備を進めることが必要である。 

 

②特別支援学校における設備整備の考え方 

○ 特別支援学校においても、小学部、中学部の教育課程の連続性を重視し、５．（１）の

とおり、小学校、中学校と同様の考え方に基づき、品目等の見直しについて検討を行っ

た。 

 

○ また、特別支援学校においては、障害特性を踏まえ、児童生徒が在籍する学校段階の例

示品目に記載されていない理科教育等設備についても、児童生徒の実態等を踏まえて必要
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な場合には、柔軟に整備をしていくことも必要である9。 

 

③ＩＣＴに関連する設備整備の考え方 

○ ＩＣＴに関連する設備については、関連する制度との関係も踏まえて、以下の考え方に

よって整理を行った。 

 

ア ＩＣＴ環境（例えば、モニター、タブレット端末、プロジェクター等） 

○ 「教育のＩＣＴ化に向けた環境整備５か年計画」に基づき、理科教室を含む特別教室に

大型提示装置、学習者用コンピュータや実物投影機等を整備するための地方財政措置が講

じられていることから、当該計画の期間内は理振補助の対象外とすることが適当である。 

 

イ プログラミング教材 

○ 小学校の新学習指導要領において、第５学年の算数の「図形」や第６学年の理科の「電

気の利用」について学習する際にプログラミング教育を行うことについて例示されている

ため、別紙１に記載のとおり、算数の「図形実験実習器具」や理科の「電気の学習用具」

に例示品目としてプログラミング教材を記載することとした。 

 

○ 理振補助については、理科教育等設備に対して補助を行うという性質上、各教科等のプ

ログラミング教育に共通して使用され得る教材については理振補助の対象外とし、算数や

理科においてプログラミング教育を行う際に追加的に整備が必要となる教材や、算数や理

科の指導に特化した教材を理振補助の対象とする。 

 

○ なお、各教科等のプログラミング教育に共通して使用され得る教材や理振補助の対象と

ならない少額設備については、現在改訂作業中の新たな「教材整備指針」を踏まえた「義

務教育諸学校における教材整備計画」に基づく地方財政措置の対象とする方向で検討中で

ある。 

 

ウ ＩＣＴ機器と一体となった理科教育等設備（例えば、タブレット端末付き顕微鏡等） 

○ タブレット端末付き顕微鏡等、タブレット端末部分が学習者用コンピュータ単体として

の使用が想定されない、理科教育等設備と一体不可分で管理・運用されるものについては

理振補助の対象とすることが適当である。 

 

エ コンピュータソフト 

○ ワープロソフトや表計算ソフト、プレゼンテーションソフトなどをはじめとする各教科

等の学習活動に共通して必要なソフトウェアは「教育のＩＣＴ化に向けた環境整備５か年

計画」に基づき地方財政措置が講じられているところであるが、特定の教科に特化したソ

フトウェアについては対象外とされている。 

                                                      
9 交付要綱に定められている品目に該当しない品目や、交付要綱に定められている数量を超える数量の品目を整

備することも、基準金額の範囲内であれば可能とされている。 
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○ このため、例示品目の整備に代替可能なソフトウェアもあることから、その旨を注釈で

付記することにより、理振補助の対象とすることが適当である。 

 

○ 注釈については、「情報通信技術の進展に伴い、大型提示装置、教育用ＰＣ、ネットワ

ーク等の有効活用を検討することが望まれる。例えば、算数・数学の授業において、コン

ピュータソフト等を導入し、図形等を大型提示装置の画面上に映すことにより、従来の提

示説明器具に代わる教材として活用することが考えられる。一方、観察、実験等において

は、児童生徒が直接体験的な活動を行うことが必要であることから、児童生徒の発達の段

階や指導の目的等に即して適切に教材を整備し、指導することが望まれる。」といったこ

とを記載することが考えられる。 

 

オ 学習者用デジタル教科書 

○ 学校教育法においては、紙の教科書を基本とし、学習者用デジタル教科書を併用するこ

とが可能とされているものの、紙の教科書が無償給付されており、現時点では、国費、地

方財政措置による支援は行われていない。 

 

○ また、理振補助については、紙の教科書が無償給付されていることを前提としつつ、観

察、実験等の充実のために必要な理科教育等設備を整備することを目的とした補助であ

り、紙の教科書と同一内容である学習者用デジタル教科書を整備することは本来の補助の

目的と異なることから、補助対象外とすることが適当である。 

 

（３）台帳管理の適正化 

（台帳管理の現状） 

○ 理振台帳については、通常、各学校の担当教師や事務職員が管理しているが、理振補助

を受けたことがない学校や一定期間理振補助を受けていない学校については作成、管理を

行っていない場合もあると考えられる。このようなことから、平成 27 年度予算執行調査

においては、理振台帳に記載されている内容と現有している設備の不一致が生じているこ

と等が指摘されたところである。 

 

○ また、各学校では、設置者が定める備品管理の規則等に基づき、学校で保有する備品に

関する台帳（以下「備品台帳」という。）の管理も行っており、理振台帳と備品台帳の二

重の帳簿管理を行っている場合があり、各学校の担当者に負担を課している可能性があ

る。 

 

○ さらに、現在、文部科学省ホームページにおいて掲載されている理振台帳の様式はＰＤ

Ｆ形式となっており、各学校において直接加工したり、活用したりすることが可能な状態

になっていない。 
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（改善の方向性） 

○ 各学校における事務負担を軽減する観点から、理振台帳に記入すべき項目を、例えば、

「品目名」、「数量」、「取得年」、「取得価格」といった基準金額に対する理科教育等設備の

現有額が把握できる必要最低限の項目に精選する等して、簡素化を図ることを検討すべき

である。 

 

○ また、例えば、理振台帳を各学校で整備している備品台帳と統合して管理を行うことが

可能な場合には、各設置者及び各学校の判断で統合して管理を行うことも可能とする等、

各学校における台帳管理の方法について、実際の管理状況等を確認しながら改善を図るこ

とが必要である。 

 

○ 加えて、理振台帳の管理が行いやすくなるよう、各学校において加工して活用可能な理

振台帳の様式を文部科学省ホームページにおいて掲載することも必要である。 

 

○ なお、理振台帳と備品台帳との統合を行う場合には、整備を促す設備と各学校において

現有している設備との差が各学校にとって分かりづらくなるといったことも考えられる。

このため、関係団体が行う理科教育等設備の整備状況に関する調査等も参考として、国と

しても整備状況を把握し、その状況を周知すること等によって各学校における設備整備を

促していくことが必要である。 

 

（４）ＰＡＳＥＯの配置促進 

○ ＰＡＳＥＯについては、これまで、観察、実験の質の向上を目的として、大学院生や退

職教員、研究機関・企業等の研究者・技術者等を雇用する等して理科室等の環境整備、質

の高い理科の観察、実験活動のサポート、観察、実験活動に係る準備、調整、片付け等の

業務を担っている。 

 

○ また、「新しい時代の教育に向けた持続可能な学校指導・運営体制の構築のための学校

における働き方改革に関する総合的な方策について（答申）」（平成 31 年１月 25 日中央教

育審議会）においても、教師の授業準備等の業務負担を軽減する観点から、ＰＡＳＥＯを

はじめとしたスクールスタッフの配置による学校指導・運営体制の強化・充実が提言され

ているところである。 

 

○ このような状況を踏まえて、国としては、より一層効果的な取組を促進する観点から、

優先して配置すべき学校の考え方を整理していくことが重要である。 

 

（優先して配置すべき学校） 

○ ＰＡＳＥＯについては、現在、小学校、中学校、特別支援学校に対して配置していると

ころである。 
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○ 小学校、中学校における理科教育の指導者の実態を鑑みると、現在、小学校の理科の指

導に当たっては、一部の学校で教科担任が置かれているが10、多くの学校では学級担任が

授業を担当していることから、中学校と比較して、専門性や理科の観察、実験等の準備・

片付け等の効率化といった観点から、支援の必要性が高いと考えられる。 

 

○ このため、今後は、特に、理科の教科担任が配置されていない小学校に優先して配置し

ていく必要があると考えられる。また、それ以外の小学校・中学校については、ＰＡＳＥ

Ｏを配置したことがない学校で理科教育に関する改善に取り組もうとする学校や、ＰＡＳ

ＥＯの配置を継続することによってより一層高度な取組や他校への優良事例の普及等の取

組を行おうとする学校に対して優先して配置していく必要があると考えられる。 

 

（配置の条件） 

○ 新学習指導要領においても、見通しをもった観察、実験を充実することとしている。現

在、週１回以上理科室における観察、実験を行っている学校は小学校で 61.1％、中学校

で 64.6％の状況である11。また、前述のアンケート調査では、約 89％の学校がＰＡＳＥＯ

の配置後に観察、実験の回数を増やすことができたと回答している一方で、変化がなかっ

た等と回答している学校もあったところである。このため、今後の配置に当たっては、例

えば、理科室等での見通しをもった観察、実験を週１回以上行うこと等を条件とすること

が考えられる。 

 

○ また、理科の教科担任が配置されている小学校や中学校のうち、ＰＡＳＥＯの活用を継

続する学校への配置に当たっては、例えば、より質の高い観察、実験等を行う具体的な計

画が立てられていることや、他校への優良事例の普及を行うための具体的な計画が立てら

れていること等を条件とすることが考えられる。 

 

○ なお、上記のような配置の条件を設定する場合であったとしても、観察、実験等の充実

は、理科に関する資質・能力を育成することや理科を学ぶことの有用性の実感及び理科へ

の興味・関心を高めること等を目的として行うものであり、具体的にどのような成果を期

待して行うのか、期待通りの成果が得られたかどうかを各設置者及び各学校が検証し、観

察、実験等の回数をこなすことのみが目的化することのないよう促すことも重要である。 

 

６．各設置者及び各学校において留意すべき事項 

（調達方法等の効率化） 

○ 平成 27 年度予算執行調査において設備整備に係る調達方法の効率化等について指摘が

あり、これまでも各設置者及び各学校に対して適切な取組がなされるよう周知してきたと

ころであるが、引き続き、各設置者及び各学校においては適切な対応が求められる。 

                                                      
10 理科の教科担任が置かれている学校は、第３学年で 21.6％、第４学年で 32.3％、第５学年で 45.1％、第６学

年で 47.8％。（平成 30 年度公立小・中学校等における教育課程の編成・実施状況調査（文部科学省）） 
11 平成 30 年度全国学力・学習状況調査（国立教育政策研究所） 
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○ 具体的には、一般・指名競争入札やオープンカウンター方式による随意契約等、より競

争性の高い契約形態への見直しを進めることが必要である。また、調達数量が多い方が１

設備当たりの調達価格は安価になる傾向があることから、無計画に同一設備を複数回に分

けて調達するのではなく、計画的に整備を進めたり、一括調達に努めたりする等して調達

の効率化に取り組むことが必要である。 

 

○ 加えて、５．（１）を踏まえて、望遠鏡等をはじめとした単価差・性能差が拡大しやす

い理科教育等設備については、学習指導要領に基づく指導を行う上で、活用することが考

えられる場面や標準的に必要と思われる性能に関する参考資料を示すこととした。各設置

者及び各学校においては、これらの資料を参考として、地域や学校、児童生徒の実態等を

踏まえた指導を行う上で必要な性能について検討し、過剰な投資にならないように留意し

ながら整備を進めていくことが必要である。 

 

○ さらに、近隣の同一学校種の学校や同一敷地内の異なる学校種の学校との間で、整備し

た設備の共同利用の可能性についても検討していくことが必要である。 

 

○ なお、義務教育学校、中等教育学校における設備整備については個別の検討は行ってい

ないが、前期課程と後期課程で理科教育等設備を共同利用していくことも考えられること

から、小学校、中学校等における基準を参考としながら、効率的な設備整備を行うことが

必要である。 

 

（台帳管理の適正化） 

○ 台帳管理の適正化については、４．（３）を踏まえて、国において、理科教育等設備台

帳作成要領の見直しを検討する予定である。これを踏まえ、各設置者及び各学校において

は、条例等に基づき各設置者及び各学校において作成することとされている他の帳簿等の

状況も勘案して、各学校における事務負担が軽減できるように台帳管理の方法について検

討することが必要である。 

 

○ その上で、現有設備と理振台帳の整合性が損なわれることのないよう適正な台帳管理を

行い、計画的な理科教育等設備の整備に生かしていくことが必要である。 

 

（廃棄、更新、修理の適正化） 

○ 老朽化した理科教育等設備を使用し続けると、観察、実験から得られる結果が不正確に

なったり、観察、実験中の事故が起こりやすくなったりする場合があることから、充実し

た観察、実験等を安全に行う上では、理科教育等設備の適切な管理を行っていくことも重

要である。 

 

○ 各設置者及び各学校においては、耐用年数等を確認しながら、修理等の適切な管理を行
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い、老朽化した理科教育等設備については計画的に廃棄、更新を行っていくとともに、国

においては、理振補助を活用して整備した理科教育等設備の廃棄に関する規定を周知して

いくことが必要である。 

 

○ また、現在も関係団体において、理科教育等設備の老朽化に伴って発生する不具合やそ

れによって起こり得る事故等の情報をまとめ、廃棄、更新を促す取組が行われているが、

適切な修理、廃棄、更新の時期等を明確化していく取組の促進について理科教育等設備を

製造する事業者等が行っていくことも望まれる。 

 

７．今後の課題 

○ ＩＣＴ環境の整備については、地方公共団体間において格差がある状況だが、プログラ

ミング教育を実施する観点からだけではなく、例えば、算数・数学の授業において図形等

を大型提示装置等で画面上に映して、それを動的に見せることにより、従前の説明器具よ

りも児童生徒にとって理解しやすい授業を行うことができたり、理科における観察、実験

の結果をタブレット端末等で撮影することで他の児童生徒等と共有しやすくなったりする

等、理数教育を充実する観点からも必要である。「新時代の学びを支える先端技術のフル

活用に向けて ～柴山・学びの革新プラン～」（平成 30年 11 月 22 日）等も踏まえ、ＩＣ

Ｔ環境の整備促進に取り組むことが求められる。 

 

○ 理科教育等設備を製造する事業者等においても、本報告書や改訂される基準を参考とし

て、引き続き、各学校が使いやすい理科教育等設備の開発や各設置者及び各学校が整備を

行いやすくなる販売の仕方等を工夫していくことが望まれる。 

 

○ 今回は、主に小学校、中学校及び特別支援学校の小学部・中学部における基準について

検討を行った。国は、高等学校及び特別支援学校の高等部における基準についても、今

後、更なる検討を行い、速やかに基準の見直しを行うことが必要である。 

 

15



小
学
校
　
理
科

重
点

数
量

重
点

数
量

重
点

数
量

重
点

数
量

計
量
器

長
さ
測
定
用
具

レ
ー
ザ
ー
距
離
計

3
年
Ａ
(2
)風
と
ゴ
ム
の
力
の
働
き
ア
(ｱ
)(
ｲ
)、
5
年
Ａ
(2
)振
り
子
の
運
動

ア
(ｱ
)、
5
年
B
(1
)植
物
の
発
芽
、
成
長
、
結
実
ア
(ｳ
)、
6
年
Ａ
(3
)て
こ
の

規
則
性
ア
(ｱ
)

A
ぺ

体
積
測
定
用
具

重
さ
測
定
用
具

電
子
て
ん
び
ん

3
年
Ａ
(1
)物
と
重
さ
ア
(ｱ
)(
ｲ
)、
5
年
Ａ
(1
)物
の
溶
け
方
ア
(ｱ
)(
ｲ
)(
ｳ
)

A
ぺ

Ｂ
校

A
ペ

A
ペ

重
さ
測
定
用
具

上
皿
て
ん
び
ん

5
年
Ａ
(1
)物
の
溶
け
方
ア
(ｱ
)(
ｲ
)(
ｳ
)

B
班

A
ペ

B
班

B
班

時
間
測
定
用
具

温
度
測
定
用
具

記
録
温
度
計

4
年
Ｂ
(2
)季
節
と
生
物
ア
(ｱ
)(
ｲ
)、
4
年
Ｂ
(4
)天
気
の
様
子
ア
(ｱ
)(
ｲ
)

B
校

B
校

B
校

B
校

音
声
付
温
度
計

4
年
Ａ
(2
)金
属
、
水
、
空
気
と
温
度
ア
(ｲ
)(
ｳ
)、
4
年
B
(4
)天
気
の
様
子

ア
(ｱ
)、
5
年
A
(1
)物
の
溶
け
方
ア
(ｳ
)

Ａ
ぺ

デ
ジ
タ
ル
温
度
計

4
年
Ａ
(2
)金
属
、
水
、
空
気
と
温
度
ア
(ｲ
)(
ｳ
)、
4
年
Ｂ
(2
)季
節
と
生
物

ア
(ｱ
)(
ｲ
)、
4
年
Ｂ
(4
)天
気
の
様
子
ア
(ｱ
)(
ｲ
)

A
ぺ

B
ペ

メ
モ
リ
機
能
付
デ
ジ
タ
ル
温
度
計

4
年
Ａ
(2
)金
属
、
水
、
空
気
と
温
度
ア
(ｲ
)(
ｳ
)、
4
年
B
(4
)天
気
の
様
子

ア
(ｱ
)、
5
年
A
(1
)物
の
溶
け
方
ア
(ｳ
)

A
ペ

放
射
温
度
計

3
年
B
(2
)太
陽
と
地
面
の
様
子
ア
(ｲ
)、
4
年
Ａ
(2
)金
属
、
水
、
空
気
と
温

度
ア
(ｱ
)(
ｲ
)、
5
年
B
(1
)植
物
の
発
芽
、
成
長
、
結
実
ア
(ｲ
)、
6
年
A
(4
)

電
気
の
利
用
ア
(ｲ
)

A
ペ

電
気
測
定
用
具

直
流
電
流
計

6
年
Ａ
(4
)電
気
の
利
用
ア
(ｱ
)

A
班

A
班

A
班

A
班

電
気
測
定
用
具

大
型
検
流
計

6
年
Ａ
(4
)電
気
の
利
用
ア
(ｱ
)

Ａ
班

音
声
付
直
流
電
流
計

6
年
Ａ
(4
)電
気
の
利
用
ア
(ｱ
)

Ａ
ぺ

実
験
機
械
器
具

物
と
重
さ
の
学
習
用
具

風
と
ゴ
ム
の
学
習
用
具

光
の
学
習
用
具

照
度
計

3
年
Ａ
(3
)光
と
音
の
性
質
ア
(ｲ
)

C
級

C
級

C
級

C
級

音
の
学
習
用
具

お
ん
さ

3
年
Ａ
(3
)光
と
音
の
性
質
ア
(ｳ
)

B
班

Ｂ
ぺ

B
班

B
班

騒
音
計

3
年
Ａ
(3
)光
と
音
の
性
質
ア
(ｳ
)

A
校

磁
石
の
学
習
用
具

演
示
用
電
磁
石

5
年
Ａ
(3
)電
流
が
つ
く
る
磁
力
ア
(ｱ
)(
ｲ
)

C
級

C
級

C
級

C
級

磁
化
用
コ
イ
ル

3
年
A
(4
)磁
石
の
性
質
ア
(ｱ
)(
ｲ
)、
5
年
Ａ
(3
)電
流
が
つ
く
る
磁
力
ア

(ｱ
)(
ｲ
)

B
校

B
校

B
校

B
校

生
物
の
飼
育
・
栽
培
用
具

植
物
育
成
棚

4
年
Ｂ
(2
)季
節
と
生
物
(ｲ
)、
5
年
B
(1
)植
物
の
発
芽
、
成
長
、
結
実
ア

(ｴ
)

B
校

B
校

B
校

A
校

園
芸
用
具
セ
ッ
ト

3
年
Ｂ
(1
)身
の
回
り
の
生
物
ア
(ｳ
)、
4
年
Ｂ
(2
)季
節
と
生
物
ア
(ｲ
)、
5
年

Ｂ
(1
)植
物
の
発
芽
、
成
長
、
結
実
ア
(ｱ
)(
ｲ
)(
ｳ
)(
ｴ
)

B
級

B
級

B
級

B
級

ア
ク
ア
リ
ウ
ム
セ
ッ
ト

5
年
Ｂ
(2
)動
物
の
誕
生
ア
(ｱ
)

A
級

A
級

A
級

A
級

空
気
と
水
の
学
習
用
具

熱
の
学
習
用
具

気
体
の
対
流
実
験
器

4
年
Ａ
(2
)金
属
、
水
、
空
気
と
温
度
ア
(ｲ
)

C
班

C
校

C
班

C
班

光
電
池
の
学
習
用
具

光
電
池
用
ラ
イ
ト

6
年
Ａ
(4
)電
気
の
利
用
ア
(ｱ
)(
ｲ
)(
ｳ
)

C
班

C
班

C
班

C
班

電
気
の
学
習
用
具

充
電
器

3
年
Ａ
(5
)電
気
の
通
り
道
ア
(ｱ
)(
ｲ
)、
4
年
Ａ
(3
)電
流
の
働
き
ア
(ｱ
)、
5

年
Ａ
(3
)電
流
が
つ
く
る
磁
力
ア
(ｱ
)(
ｲ
)、
6
年
Ａ
(4
)電
気
の
利
用
ア

(ｱ
)(
ｲ
)(
ｳ
)

B
校

B
校

B
校

B
校
2

電
気
の
利
用
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学

習
セ
ッ
ト

6
年
Ａ
(4
)電
気
の
利
用
ア
(ｱ
)(
ｲ
)(
ｳ
)

B
ぺ

Ｂ
ぺ

B
ぺ

B
ぺ

電
気
の
学
習
用
具

視
覚
障
害
者
用
感
光
器

3
年
Ａ
(5
)電
気
の
通
り
道
ア
(ｱ
)(
ｲ
)、
4
年
Ａ
(3
)電
流
の
働
き
ア
(ｱ
)、
5

年
Ａ
(3
)電
流
が
つ
く
る
磁
力
ア
(ｱ
)(
ｲ
)、
6
年
Ａ
(4
)電
気
の
利
用
ア

(ｱ
)(
ｲ
)(
ｳ
)

Ａ
個

天
体
の
学
習
用
具

天
体
望
遠
鏡

4
年
Ｂ
(5
)月
と
星
ア
(ｱ
)(
ｲ
)(
ｳ
)、
6
年
Ｂ
(5
)月
と
太
陽
ア
(ｱ
)

B
校

B
校

B
校

B
校

品
目

例
示
品
目

関
連
す
る
新
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
主
な
学
習
内
容

小
学
校
理
科

普
通

視
覚

聴
覚

肢
体
・
病
弱
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天
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学
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用
具
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易
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体
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機
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年
Ｂ
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と
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ア
(ｱ
)

C
校

C
校
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校
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校
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球
儀

6
年
Ｂ
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)月
と
太
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ア
(ｱ
)

C
校

C
校

C
校

C
校

月
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儀

6
年
Ｂ
(5
)月
と
太
陽
ア
(ｱ
)

B
校

B
校

B
校

B
校

太
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光
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6
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Ｂ
(5
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と
太
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ア
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B
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B
校

B
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B
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双
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Ｂ
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と
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ア
(ｱ
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ｲ
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ｳ
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年
Ｂ
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ア
(ｱ
)
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級
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型
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球
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Ｂ
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と
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ア
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)

Ａ
校
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用
具
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子
実
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5
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の
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班
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Ｂ
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ｲ
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Ｂ
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ｲ
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Ｂ
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Ｂ
(4
)天
気
の
変
化
ア
(ｱ
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ｲ
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Ｂ
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(ｱ
)、
5
年
Ｂ
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ｲ
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Ａ
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Ｂ
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Ａ
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(ｱ
)(
ｲ
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Ａ
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ｲ
)

C
班

C
班

C
班

C
班

大
型
て
こ
棒
と
支
点

6
年
Ａ
(3
)て
こ
の
規
則
性
ア
(ｱ
)(
ｲ
)

B
校

土
地
の
学
習
用
具

流
水
の
働
き
実
験
器

5
年
Ｂ
(3
)流
れ
る
水
の
働
き
と
土
地
の
変
化
ア
(ｱ
)(
ｳ
)

C
級

C
級

C
級

B
級

ふ
る
い
セ
ッ
ト

4
年
Ｂ
(3
)雨
水
の
行
方
と
地
面
の
様
子
ア
(ｲ
)

C
班

C
班

C
班

C
班

水
の
し
み
込
み
方
実
験
セ
ッ
ト

4
年
Ｂ
(3
)雨
水
の
行
方
と
地
面
の
様
子
ア
(ｲ
)

C
班

C
班

C
班

C
班

空
気
の
学
習
用
具

気
体
採
取
器

6
年
Ａ
(1
)燃
焼
の
仕
組
み
ア
(ｱ
)、
6
年
Ｂ
(1
)人
の
体
の
つ
く
り
と
働
き
ア

(ｱ
)、
6
年
Ｂ
(3
)生
物
と
環
境
ア
(ｱ
)

A
ぺ

A
ぺ

A
ぺ

A
ぺ

デ
ジ
タ
ル
気
体
チ
ェ
ッ
カ
ー
(酸
素

セ
ン
サ
ー
含
む
）

6
年
Ａ
(1
)燃
焼
の
仕
組
み
ア
(ｱ
)、
6
年
Ｂ
(1
)人
の
体
の
つ
く
り
と
働
き
ア

(ｱ
)、
6
年
Ｂ
(3
)生
物
と
環
境
ア
(ｱ
)

B
班

Ｂ
班

B
班

B
班

定
温
器

低
温
恒
温
器

5
年
Ｂ
(1
)植
物
の
発
芽
、
成
長
、
結
実
ア
(ｲ
)(
ｳ
)

C
校

C
校

C
校

C
校

冷
凍
冷
蔵
庫

5
年
Ｂ
(1
)植
物
の
発
芽
、
成
長
、
結
実
ア
(ｲ
)(
ｳ
)

A
校

A
校

A
校

A
校

製
氷
器

4
年
Ａ
(2
)金
属
、
水
、
空
気
と
温
度
ア
(ｱ
)(
ｲ
)(
ｳ
)、
4
年
Ｂ
(4
)天
気
の
様

子
ア
(ｲ
)、
5
年
Ａ
(1
)物
の
溶
け
方

B
校

Ｂ
校

B
校

B
校

顕
微
鏡

生
物
顕
微
鏡

5
年
Ｂ
(1
)植
物
の
発
芽
、
成
長
、
結
実
ア
(ｴ
)、
5
年
Ｂ
(2
)動
物
の
誕
生

ア
(ｱ
)、
6
年
Ｂ
(3
)生
物
と
環
境
ア
(ｲ
)

A
ぺ

A
級

A
個

A
ぺ

双
眼
実
体
顕
微
鏡

5
年
Ｂ
(1
)植
物
の
発
芽
、
成
長
、
結
実
ア
(ｴ
)、
5
年
Ｂ
(2
)動
物
の
誕
生

ア
(ｱ
)、
6
年
Ｂ
(3
)生
物
と
環
境
ア
(ｲ
)、
6
年
B
(4
)土
地
の
つ
く
り
と
変
化

B
班

C
級

B
班

B
班

小
型
双
眼
実
体
顕
微
鏡

3
年
Ｂ
(1
)身
の
回
り
の
生
物
ア
(ｱ
)(
ｲ
)(
ｳ
)

C
班

C
級

C
ぺ

C
ぺ

提
示
用
顕
微
鏡

5
年
Ｂ
(1
)植
物
の
発
芽
、
成
長
、
結
実
ア
(ｴ
)、
5
年
Ｂ
(2
)動
物
の
誕
生

ア
(ｱ
)、
6
年
Ｂ
(3
)生
物
と
環
境
ア
(ｲ
)

C
校

C
校

C
校

A
校

保
管
庫

薬
品
庫

4
年
A
(2
)金
属
、
水
、
空
気
と
温
度
、
5
年
A
(1
)物
の
溶
け
方
、
　
5
年
Ｂ

(1
)植
物
の
発
芽
、
成
長
、
結
実
ア
(ｱ
)、
6
年
Ａ
(2
)水
溶
液
の
性
質
ア

(ｱ
)(
ｲ
)(
ｳ
)、
6
年
B
(1
)人
の
体
の
つ
く
り
と
働
き
、
6
年
Ｂ
(2
)植
物
の
養

分
と
水
の
通
り
道
ア
(ｱ
)

A
校

A
校

A
校

A
校

薬
品
処
理
装
置

廃
液
用
ポ
リ
タ
ン
ク
セ
ッ
ト

6
年
Ａ
(2
)水
溶
液
の
性
質
ア
(ｱ
)(
ｲ
)(
ｳ
)

C
校

C
校

C
校

C
校

実
験
支
援
器
具

鉄
製
ス
タ
ン
ド

4
年
Ａ
(2
)金
属
、
水
、
空
気
と
温
度
ア
(ｱ
)(
ｲ
)(
ｳ
)、
5
年
A
(2
)振
り
子
の

運
動
ア
(ｱ
)

A
班

A
班

A
班

A
班

直
流
電
源
装
置

6
年
Ａ
(4
)電
気
の
利
用
ア
(ｱ
)(
ｲ
)

B
班

B
班

B
班

B
班

実
験
支
援
器
具

マ
ン
ト
ル
ヒ
ー
タ
ー

4
年
Ａ
(2
)金
属
、
水
、
空
気
と
温
度
ア
(ｲ
)(
ｳ
)、
5
年
A
(1
)物
の
溶
け
方

ア
(ｳ
)

C
校

教
材
作
成
用
具

取
付
型
コ
ル
ク
ボ
ー
ラ
ー

4
年
Ａ
(2
)金
属
、
水
、
空
気
と
温
度
ア
(ｱ
)(
ｳ
)

C
校

B
校

B
校

B
校

簡
易
ミ
ク
ロ
ト
ー
ム

6
年
Ｂ
(2
)植
物
の
養
分
と
水
の
通
り
道
ア
(ｱ
)(
ｲ
)

C
校

C
校

C
校

C
校
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小
学
校
　
理
科

重
点

数
量

重
点

数
量

重
点

数
量

重
点

数
量

品
目

例
示
品
目

関
連
す
る
新
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
主
な
学
習
内
容

小
学
校
理
科

普
通

視
覚

聴
覚

肢
体
・
病
弱

野
外
観
察
調
査
用
具

野
外
観
察
調
査
用
具

簡
易
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
ネ
ッ
ト

6
年
Ｂ
(3
)生
物
と
環
境
ア
(ｲ
)

C
校

C
校

C
校

C
校

標
本

標
本

火
成
岩
標
本

6
年
Ｂ
(4
)土
地
の
つ
く
り
と
変
化
ア
(ｱ
)(
ｲ
)

B
班

B
班

B
班

B
班

堆
積
岩
標
本

6
年
Ｂ
(4
)土
地
の
つ
く
り
と
変
化
ア
(ｱ
)(
ｲ
)

B
班

B
班

B
班

B
班

化
石
標
本

6
年
Ｂ
(4
)土
地
の
つ
く
り
と
変
化
ア
(ｱ
)

B
班

B
班

B
班

B
班

火
山
噴
出
物
標
本

6
年
Ｂ
(4
)土
地
の
つ
く
り
と
変
化
ア
(ｲ
)(
ｳ
)

B
班

B
班

B
班

B
班

映
像
教
材

6
年
Ｂ
(4
)土
地
の
つ
く
り
と
変
化
ア
(ｱ
)(
ｲ
)(
ｳ
)な
ど

C
校

C
校

C
校

C
校

模
型

人
体
の
模
型

人
体
骨
格
模
型

4
年
Ｂ
(1
)人
の
体
の
つ
く
り
と
運
動
ア
(ｱ
)(
ｲ
)

A
校

A
校

A
校

A
校

人
体
解
剖
模
型

6
年
Ｂ
(1
)人
の
体
の
つ
く
り
と
働
き
ア
(ｱ
)(
ｲ
)(
ｳ
)(
ｴ
)

A
校

A
校

A
校

A
校

筋
肉
付
腕
の
骨
格
模
型

4
年
Ｂ
(1
)人
の
体
の
つ
く
り
と
運
動
ア
(ｱ
)(
ｲ
)

A
班

A
班

A
班

A
班

胎
児
発
育
模
型

5
年
Ｂ
(2
)動
物
の
誕
生
ア
(ｲ
)

C
校

C
校

C
校

C
校

植
物
の
模
型

動
物
の
模
型

昆
虫
発
生
順
序
模
型

3
年
Ｂ
(1
)身
の
回
り
の
生
物
ア
(ｲ
)

C
校

C
校

C
校

C
校

メ
ダ
カ
発
生
順
序
模
型

5
年
Ｂ
(2
)動
物
の
誕
生
ア
(ｱ
)

C
校

C
校

C
校

C
校

昆
虫
模
型
セ
ッ
ト

3
年
Ｂ
(1
)身
の
回
り
の
生
物
ア
(ｲ
)

C
校

C
校

C
校

C
校

土
地
の
模
型

火
山
地
形
模
型

6
年
Ｂ
(4
)土
地
の
つ
く
り
と
変
化
ア
(ｱ
)(
ｲ
)(
ｳ
)

C
校

C
校

C
校

C
校

堆
積
地
形
模
型

6
年
Ｂ
(4
)土
地
の
つ
く
り
と
変
化
ア
(ｱ
)(
ｲ
)(
ｳ
)

C
校

C
校

C
校

C
校

地
層
模
型

6
年
Ｂ
(4
)土
地
の
つ
く
り
と
変
化
ア
(ｱ
)(
ｲ
)(
ｳ
)

C
校

C
校

C
校

C
校
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小
学
校
　
算
数

小
学
校
算
数

知
的
特
別
支
援
学
校
小
学
部
算
数

①
：
1
段
階
、
②
：
2
段
階
、
③
：
3
段
階

重
点

数
量

重
点

数
量

重
点

数
量

重
点

数
量

重
点

数
量

提
示
説
明
器
具

数
と
計
算
説
明
器
具

か
ぞ
え
棒
（
提
示
用
）

1
年
Ａ
数
と
計
算
（
1
）
ア
(ｵ
)、
2
年
Ａ
数
と
計
算
（
1
）
ア

(ｲ
)、
（
2
）
ア
(ｱ
)、
1
年
Ｂ
図
形
（
1
）
ア
(ｲ
)

③
Ａ
数
と
計
算
ア
(ｱ
)㋓
、
Ｂ
図
形
ア
(ｱ
)㋑

A
校

A
校

A
校

A
校

A
校

お
は
じ
き
（
提
示
用
）

1
年
Ａ
数
と
計
算
（
1
）
ア
(ｴ
)、
2
年
Ａ
数
と
計
算
（
1
）
ア

(ｱ
)、
3
年
Ａ
数
と
計
算
（
4
）

②
Ａ
数
と
計
算
ア
(ｱ
)㋑
㋒
㋘

A
校

A
校

A
校

A
校

A
校

動
・
植
物
カ
ー
ド

1
年
A
数
と
計
算
（
1
）
ア
(ｱ
)(
ｲ
)(
ｳ
)(
ｴ
)

②
Ａ
数
と
計
算
ア

Ｃ
校

C
校

C
校

C
校

B
校

数
の
合
成
分
解
説
明
器

1
年
Ａ
数
と
計
算
（
1
）
ア
(ｴ
)

②
Ａ
数
と
計
算
ア
㋘

B
校

B
校

B
校

Ｂ
校

B
校

位
取
り
説
明
器

1
年
Ａ
数
と
計
算
（
1
）
ア
、
2
年
Ａ
数
と
計
算
（
1
）
、
3
年
Ａ

数
と
計
算
（
1
）

③
Ａ
数
と
計
算
ア

A
校

A
校

A
校

A
校

Ａ
校

ブ
ロ
ッ
ク
型
計
算
説
明
器

1
年
Ａ
数
と
計
算
（
1
）
（
2
）
、
2
年
Ａ
数
と
計
算
（
1
）
（
2
）

②
Ａ
数
と
計
算
ア
、
③
Ａ
数
と
計
算
イ

A
級

A
級

A
級

A
級

Ａ
級

提
示
用
計
算
練
習
カ
ー
ド

1
年
Ａ
数
と
計
算
（
2
）
ア
(ｳ
)

③
Ａ
数
と
計
算
イ
㋒

Ａ
校

A
校

Ａ
校

Ａ
校

Ａ
校

数
字
、
数
図
カ
ー
ド

1
年
Ａ
数
と
計
算
（
1
）

②
Ａ
数
と
計
算
ア

A
級

A
級

A
級

A
級

Ａ
級

数
指
導
板
（
数
表
）

1
年
Ａ
数
と
計
算
（
1
）
ア
(ｳ
)(
ｵ
)(
ｶ
)、
5
年
Ａ
数
と
計
算

（
1
）
ア
(ｱ
)(
ｲ
)

③
Ａ
数
と
計
算
ア
㋓

A
校

A
校

A
校

A
校

Ａ
校

教
授
用
1
0
0
球
そ
ろ
ば
ん

1
年
Ａ
数
と
計
算
（
1
）
ア
(ｲ
)(
ｷ
)(
ｸ
)

②
Ａ
数
と
計
算
ア
㋓
、
③
Ａ
数
と
計
算
ア
㋓
㋔

C
校

C
校

C
校

C
校

C
校

数
直
線
指
導
板
（
数
直
線
・
ド
ッ
ト
カ
ー
ド
）

2
年
Ａ
数
と
計
算
（
1
）
ア
(ｲ
)

B
校

B
校

B
校

B
校

具
体
物
分
数
説
明
器

2
年
Ａ
数
と
計
算
（
1
）
ア
(ｶ
)

Ｂ
校

B
校

B
校

B
校

円
形
分
数
説
明
器

2
年
Ａ
数
と
計
算
（
1
）
ア
(ｶ
)

B
校

B
校

B
校

B
校

正
方
形
分
数
説
明
器

2
年
Ａ
数
と
計
算
（
1
）
ア
(ｶ
)

Ａ
校

A
校

A
校

A
校

テ
ー
プ
図
指
導
板

2
年
Ａ
数
と
計
算
（
2
）
ア
(ｴ
)

B
校

B
校

B
校

B
校

か
け
算
九
九
表

2
年
Ａ
数
と
計
算
（
3
）
､3
年
Ａ
数
と
計
算
（
3
）
ア
(ｱ
)(
ｳ
)

A
校

A
校

A
校

Ａ
校

小
数
分
数
加
法
減
法
の
計
算
説
明
器

3
年
Ａ
数
と
計
算
（
5
）
（
6
）
、
4
年
Ａ
数
と
計
算
（
5
）
、
5
年

Ａ
数
と
計
算
（
4
）

B
校

B
校

B
校

Ｂ
校

教
授
用
大
型
そ
ろ
ば
ん

3
年
Ａ
数
と
計
算
（
8
）
、
4
年
Ａ
数
と
計
算
（
8
）

A
校

A
校

A
校

A
校

分
数
数
直
線
指
導
板

4
年
Ａ
数
と
計
算
（
5
）
ア
(ｱ
)､
5
年
Ａ
数
と
計
算
（
4
）
ア
(ｴ
)

B
校

B
校

B
校

Ｂ
校

具
体
物
模
型
セ
ッ
ト

①
Ｂ
図
形
ア
(ｱ
)㋐
㋓

A
校

大
き
な
積
み
木

②
Ｂ
図
形
ア
(ｱ
)㋐
、
イ
(ｱ
)㋒

A
校

輪
投
げ
（
数
字
付
き
）

③
Ａ
数
と
計
算
イ
(ｱ
)㋐
㋒
㋓

A
校

生
活
時
間
提
示
ボ
ー
ド

③
Ｃ
測
定
イ
(ｱ
)㋐
㋑

A
校

計
算
機
付
き
レ
ジ
ス
タ
ー

指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い
(2
)オ
(ｱ
)㋐

C
校

図
形
説
明
器
具

色
板
（
提
示
用
）

1
年
Ｂ
図
形
（
1
）
ア
(ｲ
)、
イ
(ｱ
)、
2
年
Ｂ
図
形
（
1
）
イ
(ｱ
)、

内
容
の
取
扱
い
（
5
）
、
3
年
Ｂ
図
形
（
1
）
、
4
年
Ｂ
図
形

（
1
）

③
Ｂ
図
形
ア
(ｱ
)㋑
、
ア
(ｲ
)

B
校

B
校

B
校

Ｂ
校

B
校

多
角
形
説
明
器

5
年
Ｂ
（
1
）
ア
(ｲ
)(
ｳ
)

Ｂ
校

B
校

B
校

B
校

ジ
オ
ボ
ー
ド
（
提
示
用
）

2
年
Ｂ
図
形
（
1
）
、
3
年
Ｂ
図
形
（
1
）
、
5
年
Ｂ
図
形
（
1
）

(ｳ
)

B
校

B
校

B
校

Ｂ
校

作
図
教
具

2
年
Ｂ
図
形
（
1
）
、
4
年
Ｂ
図
形
（
1
）

A
校

A
校

A
校

Ａ
校

図
形
描
画
ソ
フ
ト

3
年
B
図
形
（
1
）
、
4
年
B
図
形
（
1
）
、
指
導
計
画
の
作
成

と
内
容
の
取
扱
い
2
（
2
）

B
校

Ｂ
校

Ｂ
校

立
方
体
、
直
方
体
説
明
器

2
年
Ｂ
図
形
（
1
）
ア
(ｳ
)、
4
年
Ｂ
図
形
（
2
）

Ａ
校

A
校

A
校

A
校

1
メ
ー
ト
ル
立
方
体

5
年
Ｂ
図
形
（
4
）

A
校

A
校

A
校

A
校

円
の
面
積
説
明
器

6
年
Ｂ
図
形
（
3
）

B
校

B
校

B
校

Ｂ
校

内
角
の
和
説
明
器

5
年
Ｂ
図
形
（
1
）
ア
(ｲ
)

Ｂ
校

B
校

B
校

B
校

図
形
の
合
同
説
明
器

5
年
Ｂ
図
形
（
1
）
ア
(ｱ
)

Ｂ
校

B
校

B
校

B
校

角
柱
、
円
柱
説
明
器

5
年
Ｂ
図
形
（
2
）
ア
(ｱ
)

Ａ
校

A
校

A
校

A
校

三
角
形
、
四
角
形
の
面
積
説
明
器

5
年
Ｂ
図
形
（
3
）

Ｂ
校

B
校

B
校

B
校

立
方
体
、
直
方
体
の
基
本
体
積
説
明
器

5
年
Ｂ
図
形
（
4
）

A
校

A
校

A
校

A
校

縮
図
、
拡
大
図
説
明
器

6
年
Ｂ
図
形
（
1
）
ア
(ｱ
)

B
校

B
校

B
校

Ｂ
校

線
対
称
、
点
対
称
説
明
器

6
年
Ｂ
図
形
（
1
）
ア
(ｲ
)

B
校

B
校

B
校

Ｂ
校

佐
藤
先
生

長
谷
川
先
生
肢
体
：
類
瀬
先
生
　
　
病
弱
：
布
川
先
生

肢
体
・
病
弱

品
目

例
示
品
目

関
連
す
る
新
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
主
な
学
習
内
容

普
通

視
覚

聴
覚

知
的

19



小
学
校
　
算
数

小
学
校
算
数

知
的
特
別
支
援
学
校
小
学
部
算
数

①
：
1
段
階
、
②
：
2
段
階
、
③
：
3
段
階

重
点

数
量

重
点

数
量

重
点

数
量

重
点

数
量

重
点

数
量

佐
藤
先
生

長
谷
川
先
生
肢
体
：
類
瀬
先
生
　
　
病
弱
：
布
川
先
生

肢
体
・
病
弱

品
目

例
示
品
目

関
連
す
る
新
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
主
な
学
習
内
容

普
通

視
覚

聴
覚

知
的

図
形
説
明
器
具

角
柱
、
円
柱
の
体
積
説
明
器

6
年
Ｂ
図
形
（
4
）

A
校

A
校

A
校

A
校

カ
ラ
ー
図
形
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト

②
Ｂ
図
形
ア
(ｱ
)㋐
、
イ
(ｱ
)(
ｲ
)

A
校

測
定
説
明
器
具

上
皿
自
動
秤
の
読
み
方
説
明
器

3
年
Ｃ
測
定
（
1
）

Ｂ
校

B
校

B
校

B
校

時
刻
と
時
間
説
明
器

2
年
Ｃ
測
定
（
2
）
、
3
年
Ｃ
測
定
（
2
）

③
Ｃ
測
定
イ

B
校

B
校

B
校

A
校

Ａ
校

音
声
秤

3
年
Ｃ
測
定
（
1
）

A
級

重
さ
比
較
用
体

3
年
Ｃ
測
定
（
1
）

Ｂ
校

B
校

B
校

B
校

メ
ー
ト
ル
法
説
明
器

3
年
Ｃ
測
定
（
1
）
、
4
年
Ｂ
図
形
（
4
）
、
5
年
Ｂ
図
形
（
4
）

B
校

B
校

B
校

B
校

変
化
と
関
係
説
明
器
具

作
表
黒
板

3
年
Ｄ
デ
ー
タ
の
活
用
（
1
）
、
4
年
Ｄ
デ
ー
タ
の
活
用

（
1
）
、
5
年
Ｃ
変
化
と
関
係
（
1
）
、
6
年
Ｄ
デ
ー
タ
の
活
用

（
2
）

B
校

B
校

B
校

Ｂ
校

二
つ
の
数
量
の
変
わ
り
方
説
明
器
具

4
年
Ｃ
変
化
と
関
係
（
1
）

Ｃ
校

C
校

C
校

C
校

変
化
と
関
係
説
明
器
具

比
例
、
反
比
例
グ
ラ
フ
指
導
板

6
年
Ｃ
変
化
と
関
係
（
1
）

Ｂ
校

B
校

B
校

B
校

デ
ー
タ
の
活
用
説
明
器
具

絵
や
図
で
表
す
グ
ラ
フ
指
導
板

1
年
Ｄ
デ
ー
タ
の
活
用
（
1
）
ア
(ｱ
)

③
Ｄ
デ
ー
タ
の
活
用
ア
(ｱ
)㋐

B
校

B
校

B
校

Ｂ
校

B
校

棒
グ
ラ
フ
指
導
板

3
年
Ｄ
デ
ー
タ
の
活
用
（
1
）

B
校

B
校

B
校

B
校

折
れ
線
グ
ラ
フ
指
導
板

4
年
Ｄ
デ
ー
タ
の
活
用
（
1
）

B
校

B
校

B
校

B
校

円
グ
ラ
フ
指
導
板

5
年
Ｄ
デ
ー
タ
の
活
用
（
1
）

B
校

B
校

B
校

B
校

帯
グ
ラ
フ
指
導
板

5
年
Ｄ
デ
ー
タ
の
活
用
（
1
）

B
校

B
校

B
校

B
校

柱
状
グ
ラ
フ
（
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
）
指
導
板

6
年
Ｄ
デ
ー
タ
の
活
用
（
1
）

B
校

B
校

B
校

B
校

ソ
フ
ト
大
型
さ
い
こ
ろ

①
D
デ
ー
タ
の
活
用
ア
、
②
Ａ
数
と
計
算
ア
(ｱ
)㋔
、
C

測
定

Ｂ
校

タ
ー
ゲ
ッ
ト
ゲ
ー
ム

②
Ｄ
デ
ー
タ
の
活
用
ウ
、
③
Ａ
数
と
計
算
イ

A
校

ボ
ー
リ
ン
グ
セ
ッ
ト

①
Ｂ
図
形
ア
(ｱ
)㋓
㋔
㋕
、
③
Ｄ
デ
ー
タ
の
活
用

A
校

教
材
作
成
・
提
示
説
明
器
具

教
材
作
成
・
提
示
説
明
ソ
フ
ト

全
学
年
の
各
領
域

②
Ｄ
デ
ー
タ
の
活
用
ウ
、
③
Ｄ
デ
ー
タ
の
活
用
ア

B
校

B
校

Ｂ
校

B
校

B
校

実
験
実
習
器
具

数
と
計
算
実
験
実
習
器
具

か
ぞ
え
棒
（
学
習
用
）

1
年
Ａ
数
と
計
算
（
1
）
ア
(ｵ
)、
2
年
Ａ
数
と
計
算
（
1
）
ア

(ｲ
)、
（
2
）
ア
(ｱ
)、
1
年
Ｂ
図
形
（
1
）
ア
(ｲ
)

③
Ａ
数
と
計
算
ア
(ｱ
)㋓
、
③
Ｂ
図
形
ア
(ｱ
)㋑

A
校

A
校

A
校

A
校

A
校

お
は
じ
き
（
学
習
用
）

1
年
Ａ
数
と
計
算
（
1
）
ア
(ｴ
)、
2
年
Ａ
数
と
計
算
（
1
）
ア

(ｱ
)、
3
年
Ａ
数
と
計
算
（
4
）

②
Ａ
数
と
計
算
ア
(ｱ
)㋑
㋒
㋘

A
校

A
校

A
校

A
校

A
校

数
の
合
成
分
解
説
明
器

1
年
Ａ
数
と
計
算
（
1
）
ア
(ｴ
)

B
個

果
物
絵
カ
ー
ド
・
グ
ラ
フ
セ
ッ
ト

①
Ａ
数
と
計
算
イ
(ｱ
)㋒
、
③
D
ア

A
校

お
金
の
算
数
セ
ッ
ト

指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い
（
2
）
オ
(ｱ
)㋐

A
個

図
形
実
験
実
習
器
具

図
形
構
成
実
習
器
（
色
板
）

1
年
Ｂ
図
形
（
1
）
ア
(ｲ
)、
イ
(ｱ
)、
2
年
Ｂ
図
形
（
1
）
イ
(ｱ
)、

内
容
の
取
扱
い
（
5
）
、
3
年
Ｂ
図
形
（
1
）
、
4
年
Ｂ
図
形

（
1
）

③
Ｂ
図
形
ア
(ｱ
)㋑
、
③
Ｂ
図
形
ア
(ｲ
)

A
班

A
班

Ａ
班

A
班

A
班

ジ
オ
ボ
ー
ド
（
実
習
用
）

2
年
Ｂ
図
形
（
1
）
、
3
年
Ｂ
図
形
（
1
）
、
5
年
Ｂ
図
形
（
1
）

(ｳ
)

A
校

A
校

Ａ
校

A
校

図
形
の
構
成
要
素
実
習
器

3
年
Ｂ
図
形
（
1
）
、
4
年
Ｂ
図
形
（
1
）
、
5
年
Ｂ
図
形
（
1
）

(ｳ
)

B
班

B
班

B
班

B
班

立
体
模
型

4
年
Ｂ
図
形
（
2
）
、
5
年
Ｂ
図
形
（
2
）

A
班

A
班

A
班

A
班

立
体
展
開
学
習
器

4
年
Ｂ
図
形
（
2
）

A
班

A
班

A
班

A
班

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ソ
フ
ト

5
年
Ｂ
図
形
（
1
）
ア
(ｳ
)

1
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
立
方
体

5
年
Ｂ
図
形
（
4
）

A
校

A
校

A
校

A
校

型
は
め
教
材

①
Ｃ
測
定
ア
(ｱ
)㋑
㋒

A
班

カ
ラ
ー
ブ
ロ
ッ
ク

③
Ｂ
図
形
ア
(ｱ
)㋑

A
校

ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル

①
Ａ
数
と
計
算
、
Ｃ
測
定

A
校

測
定
実
験
実
習
器
具

リ
ッ
ト
ル
ま
す
セ
ッ
ト
（
1
Ｌ
、
1
ｄ
Ｌ
、
1
0
ｍ
Ｌ
な
ど
）

2
年
Ｃ
測
定
（
1
）

A
班

A
班

A
班

A
班

車
輪
式
距
離
測
定
器

3
年
Ｃ
測
定
（
1
）

A
班

A
班

A
班

A
班

上
皿
自
動
秤
（
1
㎏
計
、
2
㎏
計
、
音
声
秤
な
ど
）

3
年
Ｃ
測
定
（
1
）

A
班

A
班

A
班

A
班
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小
学
校
　
算
数

小
学
校
算
数

知
的
特
別
支
援
学
校
小
学
部
算
数

①
：
1
段
階
、
②
：
2
段
階
、
③
：
3
段
階

重
点

数
量

重
点

数
量

重
点

数
量

重
点

数
量

重
点

数
量

佐
藤
先
生

長
谷
川
先
生
肢
体
：
類
瀬
先
生
　
　
病
弱
：
布
川
先
生

肢
体
・
病
弱

品
目

例
示
品
目

関
連
す
る
新
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
主
な
学
習
内
容

普
通

視
覚

聴
覚

知
的

測
定
実
験
実
習
器
具

重
さ
比
較
用
体

3
年
Ｃ
測
定
（
1
）

B
ペ

実
験
用
天
秤

3
年
Ｃ
測
定
（
1
）
（
数
学
的
活
動
）

A
班

A
班

A
班

A
班

触
読
式
腕
時
計

2
年
Ｃ
測
定
（
2
）
、
3
年
Ｃ
測
定
（
2
）

A
個

変
化
と
関
係
実
験
実
習
器
具

簡
単
な
割
合
実
験
実
習
器
具

4
年
Ｃ
変
化
と
関
係
（
2
）

速
さ
実
験
実
習
器
具

5
年
Ｃ
変
化
と
関
係
（
2
）

デ
ー
タ
の
活
用
関
係
実
験
実
習

器
具

算
数
技
能
習
熟
器
具

算
数
基
礎
基
本
習
熟
ソ
フ
ト

全
学
年
の
各
領
域

③
Ａ
数
と
計
算

B
校

B
校

B
校

B
校

Ｂ
校

計
算
練
習
器

4
年
Ａ
数
と
計
算
（
6
）

Ｃ
級

C
校

C
校

C
校

計
算
器
具

計
算
器
具
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中
学
校
　
理
科

中
学
校
理
科

①
：
第
1
分
野
、
②
：
第
2
分
野

知
的
特
別
支
援
学
校
中
学
部
理
科

①
：
1
段
階
、
②
：
2
段
階

重
点

数
量

重
点

数
量

重
点

数
量

重
点

数
量

重
点

数
量

計
量
器

長
さ
測
定
用
具

レ
ー
ザ
ー
距
離
計

①
(1
)ア
(ｱ
)㋒
音
の
性
質
、
①
(5
)ア
(ｲ
)㋑
力
と

運
動

B
班

体
積
測
定
用
具

重
さ
測
定
用
具

電
子
て
ん
び
ん
（
高
精
度
）

①
(2
)ア
(ｱ
)㋐
身
の
回
り
の
物
質
と
そ
の
性
質

B
班

B
校

B
班

B
班

重
さ
測
定
用
具

重
量
は
か
り

①
(1
)ア
(ｲ
)㋐
力
の
働
き
、
①
(5
)ア
(ｱ
)㋐
水
中

の
物
体
に
働
く
力

C
校

C
校

C
校

C
校

時
間
測
定
用
具

ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
（
大
型
）

①
(5
)ア
(ｲ
)㋐
運
動
の
速
さ
と
向
き

C
校

C
校

C
校

C
校

温
度
測
定
用
具

温
度
計
（
高
性
能
，
広
範
囲
）

①
(4
)ア
(ｲ
)㋒
化
学
変
化
と
熱

C
校

C
校

C
校

C
校

赤
外
線
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

①
(4
)ア
(ｲ
)㋒
化
学
変
化
と
熱
、
①
(7
)ア
(ｱ
)㋐

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

C
校

C
校

C
校

C
校

メ
モ
リ
機
能
付
デ
ジ
タ
ル
温
度
計

①
(2
)ア
(ｳ
)㋐
状
態
変
化
と
熱
㋑
物
質
の
融
点

と
沸
点
、
①
(4
)ア
(ｲ
)㋒
化
学
変
化
と
熱

A
ペ

放
射
温
度
計

①
(4
)ア
(ｲ
)㋒
化
学
変
化
と
熱
、
②
(1
)ア
(ｲ
)㋑

動
物
の
体
の
共
通
点
と
相
違
点

B
班

音
声
付
温
度
計

①
(2
)ア
(ｳ
)㋐
状
態
変
化
と
熱
㋑
物
質
の
融
点

と
沸
点
、
①
(4
)ア
(ｲ
)㋒
化
学
変
化
と
熱

A
班

電
気
測
定
用
具

大
型
検
流
計

①
(3
)ア
(ｱ
)㋑
電
流
・
電
圧
と
抵
抗

A
校

電
気
測
定
用
具

マ
ル
チ
テ
ス
タ
ー

①
(3
)ア
(ｱ
)㋑
電
流
・
電
圧
と
抵
抗

B
校

B
校

B
校

B
校

積
算
電
力
計

①
(3
)ア
(ｱ
)㋒
電
気
と
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
①
内

容
の
取
扱
い
(5
)ウ

A
校

A
校

A
校

A
校

音
声
付
直
流
電
流
計

①
(3
)ア
(ｱ
)㋑
電
流
・
電
圧
と
抵
抗

A
個

音
声
付
直
流
電
圧
計

①
(3
)ア
(ｱ
)㋑
電
流
・
電
圧
と
抵
抗

A
個

音
声
付
交
流
電
流
計

①
(3
)ア
(ｱ
)㋑
電
流
・
電
圧
と
抵
抗

A
校

音
声
付
交
流
電
圧
計

①
(3
)ア
(ｱ
)㋑
電
流
・
電
圧
と
抵
抗

A
校

実
験
機
械
器
具

力
の
実
験
用
具

斜
面

①
(5
)ア
(ｲ
)㋑
力
と
運
動

A
班

A
班

A
班

A
班

力
の
合
成
・
分
解
実
験
器

①
(5
)ア
(ｱ
)㋑
力
の
合
成
・
分
解

B
校

B
校

B
校

B
校

水
圧
・
浮
力
実
験
セ
ッ
ト

①
(5
)ア
(ｱ
)㋑
力
の
合
成
・
分
解

B
校

B
校

B
校

B
校

大
型
滑
車
（
2
個
組
）

①
(5
)ア
(ｳ
)㋐
仕
事
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

B
校

B
校

B
校

B
校

運
動
の
実
験
用
具

真
空
落
下
実
験
器

①
(5
)ア
(ｲ
)㋑
力
と
運
動

B
校

B
校

B
校

B
校

運
動
の
実
験
用
具

力
学
滑
走
台

①
(5
)ア
(ｲ
)㋑
力
と
運
動

B
校

B
校

B
校

B
校

運
動
の
実
験
用
具

ス
ト
ロ
ボ
装
置

①
(5
)ア
(ｲ
)㋑
力
と
運
動

B
校

B
校

B
校

B
校

1
力
学
台
車
（
2
台
1
組
）

①
(5
)ア
(ｲ
)㋑
力
と
運
動

B
班

B
班

B
班

B
班

ス
ト
ロ
ボ
テ
レ
ビ
装
置
(ﾊ
ｲ
ｽ
ﾋ
ﾟｰ
ﾄﾞ
ﾃ
ﾞｼ
ﾞｶ
ﾒ
)
①
(5
)ア
(ｲ
)㋑
力
と
運
動

C
校

C
校

C
校

B
校

ス
ピ
ー
ド
ガ
ン

①
(5
)ア
(ｲ
)㋑
力
と
運
動

C
校

C
校

C
校

C
校

光
の
実
験
用
具

レ
ー
ザ
ー
光
源

①
(1
)ア
(ｱ
)㋐
光
の
反
射
・
屈
折

A
校

A
ペ

A
校

A
校

光
の
屈
折
・
反
射
実
験
セ
ッ
ト

①
(1
)ア
(ｱ
)㋐
光
の
反
射
・
屈
折

B
校

B
校

B
校

B
校

分
光
器

①
(1
)ア
(ｱ
)㋐
光
の
反
射
・
屈
折

C
校

C
校

C
校

C
校

光
学
台

①
(1
)ア
(ｱ
)㋑
凸
レ
ン
ズ
の
働
き

A
校

A
個

A
校

A
校

視
覚
障
害
者
用
感
光
器

①
(1
)ア
(ｱ
)㋐
光
の
反
射
・
屈
折
、
㋑
凸
レ
ン
ズ

の
働
き

A
個

音
の
実
験
用
具

実
験
用
オ
シ
ロ
ス
コ
ー
プ

①
(1
)ア
(ｱ
)㋒
音
の
性
質

A
校

A
校

A
校

A
校

モ
ノ
コ
ー
ド

①
(1
)ア
(ｱ
)㋒
音
の
性
質

B
班

B
班

B
班

B
班

音
の
実
験
用
具

共
鳴
音
さ
（
2
個
組
）

①
(1
)ア
(ｱ
)㋒
音
の
性
質

A
校

A
校

A
校

A
校

音
の
実
験
用
具

真
空
鈴

①
(1
)ア
(ｱ
)㋒
音
の
性
質

B
校

B
校

B
校

B
校

音
の
実
験
用
具

音
速
測
定
実
験
器

①
(1
)ア
(ｱ
)㋒
音
の
性
質

C
校

C
校

C
校

C
校

低
周
波
発
振
器

①
(1
)ア
(ｱ
)㋒
音
の
性
質

B
校

B
校

B
校

B
校

音
の
可
視
化
実
験
器

①
(1
)ア
(ｱ
)㋒
音
の
性
質

A
校

騒
音
計

①
(1
)ア
(ｱ
)㋒
音
の
性
質

A
校

電
流
と
磁
界
の
実
験
用
具

磁
化
用
コ
イ
ル

①
(3
)ア
(ｲ
)電
流
と
磁
界

①
C
エ
磁
石
の
性
質
(ｱ
)(
ｲ
)

A
校

A
校

A
校

A
校

Ｂ
校

電
流
と
磁
界
実
験
用
具

無
接
点
給
電
器

①
(3
)ア
(ｲ
)電
流
と
磁
界

C
校

C
校

C
校

C
校

電
流
と
磁
界
実
験
用
具

単
巻
可
変
変
圧
器

①
(3
)ア
(ｲ
)電
流
と
磁
界

B
校

B
校

B
校

B
校

電
流
と
磁
界
実
験
用
具

電
源
装
置

①
(3
)ア
(ｱ
)電
流
、
(ｲ
)電
流
と
磁
界

A
班
2

A
班

A
班

A
ペ

電
流
と
磁
界
実
験
用
具

二
重
コ
イ
ル

①
(3
)ア
(ｲ
)電
流
と
磁
界

B
班

B
班

B
班

B
校

電
流
と
磁
界
実
験
用
具

モ
ー
タ
ー
原
理
実
験
器

①
(3
)ア
(ｲ
)電
流
と
磁
界

B
校

B
校

B
校

B
校

電
流
と
磁
界
実
験
用
具

強
力
電
磁
石

①
(3
)ア
(ｲ
)電
流
と
磁
界

B
校

B
校

B
校

B
校

電
流
と
磁
界
実
験
用
具

電
気
回
路
演
示
板

①
(3
)ア
(ｲ
)電
流
と
磁
界

B
校

B
校

B
校

B
校

電
流
と
磁
界
実
験
用
具

電
磁
力
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー

①
(3
)ア
(ｲ
)電
流
と
磁
界

C
校

C
校

C
校

C
校

電
流
と
磁
界
実
験
用
具

超
伝
導
実
験
セ
ッ
ト

①
(3
)ア
(ｲ
)電
流
と
磁
界
、
①
(7
)科
学
技
術
と
人

間
C

校
C

校
C

校
C

校

誘
導
コ
イ
ル

①
(3
)ア
(ｱ
)㋓
静
電
気
と
電
流

A
校

A
校

A
校

A
校

知
的

品
目

例
示
品
目

関
連
す
る
新
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
主
な
学
習
内
容

普
通

視
覚

聴
覚

肢
体
・
病
弱
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中
学
校
　
理
科

中
学
校
理
科

①
：
第
1
分
野
、
②
：
第
2
分
野

知
的
特
別
支
援
学
校
中
学
部
理
科

①
：
1
段
階
、
②
：
2
段
階

重
点

数
量

重
点

数
量

重
点

数
量

重
点

数
量

重
点

数
量

知
的

品
目

例
示
品
目

関
連
す
る
新
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
主
な
学
習
内
容

普
通

視
覚

聴
覚

肢
体
・
病
弱

電
流
と
磁
界
の
実
験
用
具

ク
ロ
ス
真
空
計

①
(3
)ア
(ｱ
)㋓
静
電
気
と
電
流

A
校

A
校

A
校

A
校

放
電
管

①
(3
)ア
(ｱ
)㋓
静
電
気
と
電
流

A
校

A
校

A
校

A
校

ク
ル
ッ
ク
ス
管
（
セ
ッ
ト
）

①
(3
)ア
(ｱ
)㋓
静
電
気
と
電
流

A
校

A
校

A
校

A
校

静
電
気
の
実
験
用
具

静
電
高
圧
発
生
装
置

①
(3
)ア
(ｱ
)㋓
静
電
気
と
電
流

A
校

A
校

A
校

A
校

原
子
の
構
成
の
学
習
用
具

実
物
元
素
周
期
表

①
(4
)ア
(ｱ
)㋑
原
子
・
分
子

C
校

C
校

C
校

C
校

生
物
の
飼
育
・
栽
培
用
具

小
動
物
飼
育
箱

②
(1
)ア
(ｱ
)㋐
生
物
の
観
察
、
②
(7
)ア
(ｱ
)㋑
自

然
環
境
の
調
査
と
環
境
保
全

C
校

C
校

C
校

C
校

生
物
の
育
成
用
具

水
生
生
物
飼
育
セ
ッ
ト

②
(1
)ア
(ｱ
)㋐
生
物
の
観
察
、
②
(7
)ア
(ｱ
)㋑
自

然
環
境
の
調
査
と
環
境
保
全

A
校

A
校

A
校

A
校

植
物
育
成
棚

②
A
イ
季
節
と
生
物
(ｲ
)

Ｂ
校

園
芸
用
具
セ
ッ
ト

①
A
ア
身
の
回
り
の
生
物
(ｱ
)、
②
A
イ
季
節
と
生

物
(ｲ
)

Ｂ
級

微
生
物
の
学
習
用
具

無
菌
箱

②
(7
)ア
(ｱ
)㋐
自
然
界
の
つ
り
合
い

C
校

C
校

C
校

C
校

微
生
物
の
学
習
用
具

微
生
物
観
察
培
養
セ
ッ
ト

②
(7
)ア
(ｱ
)㋐
自
然
界
の
つ
り
合
い

C
校

C
校

C
校

C
校

滅
菌
用
圧
力
釜

②
(7
)ア
(ｱ
)㋐
自
然
界
の
つ
り
合
い

C
校

C
校

C
校

C
校

遺
伝
の
学
習
用
具

遺
伝
モ
デ
ル
実
験
器

②
(5
)ア
(ｲ
)㋐
遺
伝
の
規
則
性
と
遺
伝
子

B
班

B
ペ

B
班

B
班

天
体
の
学
習
用
具

三
球
儀

②
(6
)ア
(ｲ
)㋒
月
や
金
星
の
運
動
と
見
え
方

A
校

A
校

A
校

A
校

天
体
の
学
習
用
具

大
型
透
視
天
体
儀

②
(6
)ア
(ｱ
)㋑
年
周
運
動
と
公
転

A
校

A
校

A
校

A
校

天
体
の
学
習
用
具

大
型
地
球
儀

②
(6
)ア
(ｲ
)㋒
月
や
金
星
の
運
動
と
見
え
方

C
校

C
校

C
校

C
校

天
体
の
学
習
用
具

天
体
望
遠
鏡

②
(6
)ア
(ｲ
)㋐
太
陽
の
様
子
、
㋒
月
や
金
星
の

運
動
と
見
え
方

②
B
ウ
月
と
星
(ｱ
)(
ｲ
)

A
校

A
校

A
校

A
校

Ｂ
校

簡
易
天
体
投
影
機

②
B
ウ
月
と
星
(ｱ
)(
ｲ
)

Ｃ
校

天
体
の
学
習
用
具

大
型
透
明
半
球

②
(6
)ア
(ｱ
)㋐
日
周
運
動
と
自
転

C
校

C
校

C
校

C
校

月
や
金
星
の
満
ち
欠
け
説
明
器

②
(6
)ア
(ｲ
)㋒
月
や
金
星
の
運
動
と
見
え
方

A
校

A
校

A
校

A
校

視
覚
障
害
者
用
地
球
儀

②
(6
)ア
(ｲ
)㋒
月
や
金
星
の
運
動
と
見
え
方

A
班

気
象
観
測
用
具

ア
ネ
ロ
イ
ド
気
圧
計

②
(4
)ア
(ｱ
)㋑
気
象
観
測

A
校

A
校

A
校

A
校

気
象
観
測
用
具

雨
量
計

②
(4
)ア
(ｲ
)㋑
前
線
の
通
過
と
天
気
の
変
化

A
校

A
校

A
校

A
校

気
象
観
測
用
具

デ
ジ
タ
ル
気
圧
・
高
度
計

②
(4
)ア
(ｱ
)㋑
気
象
観
測

A
校

A
校

A
校

A
校

前
線
モ
デ
ル
説
明
器

②
(4
)ア
(ｲ
)㋑
前
線
の
通
過
と
天
気
の
変
化

B
校

B
校

B
校

B
校

記
録
温
度
計

②
(4
)ア
(ｱ
)㋑
気
象
観
測

②
A
イ
季
節
と
生
物
(ｱ
)(
ｲ
)、
②
B
イ
天
気
の
様

子
(ｱ
)(
ｲ
)

B
校

B
校

B
校

B
校

Ｂ
校

百
葉
箱

②
(4
)ア
(ｱ
)㋑
気
象
観
測

②
B
イ
天
気
の
様
子
(ｱ
)

B
校

B
校

B
校

B
校

Ａ
校

簡
易
型
風
向
風
速
計

②
B
イ
天
気
の
様
子
(ｱ
)

Ｃ
校

天
気
の
学
習
用
具

天
気
図
用
黒
板

②
(4
)ア
(ｲ
)㋑
前
線
の
通
過
と
天
気
の
変
化

C
校

C
校

C
校

C
校

大
気
の
学
習
用
具

マ
グ
デ
ブ
ル
グ
半
球

②
(4
)ア
(ｱ
)㋐
気
象
要
素

B
校

B
校

B
校

B
校

大
気
の
学
習
用
具

排
気
盤

②
(4
)ア
(ｲ
)㋐
霧
や
雲
の
発
生

C
校

C
校

C
校

C
校

大
地
の
学
習
用
具

流
水
の
は
た
ら
き
実
験
器

②
(2
)ア
(ｲ
)㋐
地
層
の
重
な
り
と
過
去
の
様
子

C
校

C
校

C
校

C
校

大
地
の
学
習
用
具

簡
易
小
型
地
震
計

②
(2
)ア
(ｳ
)㋑
地
震
の
伝
わ
り
方
と
地
球
内
部

の
働
き

C
校

C
校

C
校

C
校

大
地
の
学
習
用
具

地
震
説
明
器

②
(2
)ア
(ｳ
)㋑
地
震
の
伝
わ
り
方
と
地
球
内
部

の
働
き

C
校

C
校

C
校

C
校

ふ
る
い
セ
ッ
ト

②
B
ア
雨
水
の
行
方
と
地
面
の
様
子
(ｲ
)

Ｃ
班

仕
事
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
験
用

具
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
実
験
器

①
(7
)ア
(ｱ
)㋐
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

B
校

B
校

B
校

B
校

仕
事
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
実
験
用
具
力
学
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
実
験
器

①
(5
)ア
(ｳ
)㋐
仕
事
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

A
班

A
ペ

A
班

A
班

力
学
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
保
存
の
法
則

実
験
器

①
(5
)ア
(ｳ
)㋑
力
学
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
保
存

A
校

A
校

A
校

A
校

環
境
の
学
習
用
具

透
明
度
板

②
(7
)ア
(ｱ
)㋑
自
然
環
境
の
調
査
と
環
境
保
全

C
校

C
校

C
校

C
校

環
境
学
習
用
具

溶
存
酸
素
計

②
(7
)ア
(ｱ
)㋑
自
然
環
境
の
調
査
と
環
境
保
全

C
校

C
校

C
校

C
校

酸
素
・
二
酸
化
酸
素
測
定
器

②
(7
)ア
(ｱ
)㋑
自
然
環
境
の
調
査
と
環
境
保
全

C
校

C
校

C
校

C
校

環
境
学
習
用
具

簡
易
導
電
率
計

②
(7
)ア
(ｱ
)㋑
自
然
環
境
の
調
査
と
環
境
保
全

C
校

C
校

C
校

C
校

環
境
学
習
用
具

残
留
塩
素
測
定
器

②
(7
)ア
(ｱ
)㋑
自
然
環
境
の
調
査
と
環
境
保
全

C
校

C
校

C
校

C
校

環
境
学
習
用
具

粉
塵
検
知
器

②
(7
)ア
(ｱ
)㋑
自
然
環
境
の
調
査
と
環
境
保
全

C
校

C
校

C
校

C
校

環
境
学
習
用
具

酸
性
雨
測
定
装
置

②
(7
)ア
(ｱ
)㋑
自
然
環
境
の
調
査
と
環
境
保
全

C
校

C
校

C
校

C
校

環
境
学
習
用
具

照
度
計

②
(7
)ア
(ｱ
)㋑
自
然
環
境
の
調
査
と
環
境
保
全

C
校

C
校

C
校

C
校

紫
外
線
強
度
計

②
(7
)ア
(ｱ
)㋑
自
然
環
境
の
調
査
と
環
境
保
全

C
校

C
校

C
校

C
校

放
射
線
測
定
器

②
(7
)ア
(ｱ
)㋑
自
然
環
境
の
調
査
と
環
境
保
全

B
校

B
校

B
校

B
校

科
学
技
術
の
実
験
用
具

風
水
力
発
電
機

①
(7
)ア
(ｱ
)㋐
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

C
校

C
校

C
校

C
校

燃
料
電
池
実
験
セ
ッ
ト

①
(7
)ア
(ｱ
)㋐
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

C
校

C
校

C
校

C
校

顕
微
鏡

顕
微
鏡

②
(1
)ア
(ｱ
)㋐
生
物
の
観
察
、
②
(3
)ア
(ｱ
)㋐
生

物
と
細
胞

A
個

A
校

A
個

A
個
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中
学
校
　
理
科

中
学
校
理
科

①
：
第
1
分
野
、
②
：
第
2
分
野

知
的
特
別
支
援
学
校
中
学
部
理
科

①
：
1
段
階
、
②
：
2
段
階

重
点

数
量

重
点

数
量

重
点

数
量

重
点

数
量

重
点

数
量

知
的

品
目

例
示
品
目

関
連
す
る
新
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
主
な
学
習
内
容

普
通

視
覚

聴
覚

肢
体
・
病
弱

顕
微
顕

双
眼
実
体
顕
微
鏡

②
(1
)ア
(ｱ
)㋐
生
物
の
観
察
、
②
(3
)ア
(ｱ
)㋐
生

物
と
細
胞

A
個

A
校

A
個

A
個

顕
微
鏡

偏
光
装
置
付
き
拡
大
鏡

②
(2
)ア
(ｳ
)㋐
火
山
活
動
と
火
成
岩

C
ペ

C
班

C
ペ

C
ペ

顕
微
鏡

提
示
用
顕
微
鏡

②
(1
)ア
(ｱ
)㋐
生
物
の
観
察
、
②
(3
)ア
(ｱ
)㋐
生

物
と
細
胞

A
校

A
校

A
校

A
校

顕
微
鏡

偏
光
顕
微
鏡

②
(2
)ア
(ｳ
)㋐
火
山
活
動
と
火
成
岩

C
校

C
校

C
校

C
校

顕
微
鏡

簡
易
ミ
ク
ロ
ト
ー
ム

②
(3
)生
物
の
体
の
つ
く
り
と
働
き

C
校

C
校

C
校

C
校

提
示
用
双
眼
実
体
顕
微
鏡

②
(1
)ア
(ｱ
)㋐
生
物
の
観
察
、
②
(3
)ア
(ｱ
)㋐
生

物
と
細
胞

A
校

A
校

A
校

A
校

小
型
双
眼
実
体
顕
微
鏡

①
A
ア
身
の
回
り
の
生
物
(ｱ
)(
ｲ
)

Ｃ
ぺ

実
験
観
察
記
録
用
具

顕
微
鏡
用
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
シ
ス
テ

ム
②
(1
)ア
(ｱ
)㋐
生
物
の
観
察
、
②
(3
)ア
(ｱ
)㋐
生

物
と
細
胞

C
校

C
校

C
校

A
校

望
遠
鏡
用
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
シ
ス
テ

ム
②
(6
)ア
(ｲ
)㋐
太
陽
の
様
子
、
㋒
月
や
金
星
の

運
動
と
見
え
方

B
校

B
校

B
校

A
校

物
質
と
そ
の
変
化
の
実
験
用
具
液
体
ち
っ
素
貯
蔵
用
容
器

①
(2
)ア
(ｳ
)㋐
状
態
変
化
と
熱

C
校

C
校

C
校

C
校

ジ
ュ
ワ
ー
瓶

①
(2
)ア
(ｳ
)㋐
状
態
変
化
と
熱

C
校

C
校

C
校

C
校

小
型
自
動
か
き
ま
ぜ
機

①
(6
)ア
(ｱ
)㋒
中
和
と
塩

B
校
2

B
校

B
校

A
班

物
質
と
そ
の
変
化
実
験
用
具

電
池
実
験
セ
ッ
ト

①
(6
)ア
(ｲ
)㋑
化
学
変
化
と
電
池

B
班

B
班

B
班

B
班

保
管
庫

薬
品
庫

指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い
3

②
C
ア
水
や
空
気
と
温
度
(ｱ
)(
ｲ
)

A
校
4

A
校

A
校
4

A
校
2

Ａ
校

保
管
庫

顕
微
鏡
保
管
庫

②
(1
)ア
(ｱ
)㋐
生
物
の
観
察
、
②
(3
)ア
(ｱ
)㋐
生

物
と
細
胞

A
校
4

A
校

A
校
2

A
校

運
搬
整
理
箱
ワ
ゴ
ン

指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い
3

A
校
2

A
校

A
校
2

A
校

器
具
保
管
庫

指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い
3

A
校
4

A
校
3

A
校
2

A
校
2

薬
品
処
理
装
置

簡
易
廃
液
処
理
装
置

指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い
3

C
校

C
校

C
校

C
校

定
温
器

低
温
恒
温
器

②
(1
)ア
(ｱ
)㋐
生
物
の
観
察
、
②
(7
)ア
(ｱ
)㋐
自

然
界
の
つ
り
合
い

C
校

C
校

C
校

C
校

定
温
器

冷
凍
冷
蔵
庫

①
(2
)ア
(ｳ
)㋐
状
態
変
化
と
熱

②
B
イ
天
気
の
様
子
(ｲ
)、
②
C
ア
水
や
空
気
と
温

度
(ｱ
)(
ｲ
)

A
校

A
校

A
校

A
校

Ａ
校

定
温
器

定
温
乾
燥
器

化
学
・
生
物
分
野
の
実
験

C
校

A
校

C
校

C
校

製
氷
器

①
(2
)ア
(ｳ
)㋐
状
態
変
化
と
熱

②
B
イ
天
気
の
様
子
(ｲ
)、
②
C
ア
水
や
空
気
と
温

度
(ｱ
)(
ｲ
)

A
校

A
校

A
校

A
校

Ｂ
校

教
材
作
成
用
具

教
材
製
作
セ
ッ
ト

指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い
2
(6
)

A
校
2

A
校

A
校

A
校

教
材
作
成
用
具

取
付
型
コ
ル
ク
ボ
ー
ラ
ー

指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い
2
(6
)

②
C
ア
水
や
空
気
と
温
度
(ｱ
)(
ｲ
)

A
校
2

A
校

A
校

A
校

Ｂ
校

教
材
作
成
用
具

ガ
ラ
ス
細
工
用
具
セ
ッ
ト

指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い
2
(6
)

A
校
2

A
校

A
校

A
校

教
材
作
成
用
具

植
物
標
本
密
封
器

②
(1
)ア
(ｲ
)㋐
植
物
の
体
の
共
通
点
と
相
違
点
、

②
(7
)ア
(ｱ
)㋑
自
然
環
境
の
調
査
と
環
境
保
全

B
校

B
校

B
校

B
校

実
験
支
援
器
具

真
空
ポ
ン
プ

①
(1
)ア
(ｱ
)㋒
音
の
性
質
、
②
(4
)ア
(ｲ
)㋐
霧
や

雲
の
発
生

A
校

A
校

A
校

A
校

実
験
支
援
器
具

鉄
製
ス
タ
ン
ド

①
(1
)ア
(ｲ
)㋐
力
の
働
き

②
C
ア
水
や
空
気
と
温
度
(ｱ
)(
ｲ
)

A
ペ

A
ペ

A
ペ

A
ペ

Ａ
班

実
験
支
援
器
具

パ
ソ
コ
ン
計
測
シ
ス
テ
ム

①
(5
)ア
(ｲ
)㋑
力
と
運
動

B
校
2

B
校

B
校

A
校
2

実
験
支
援
器
具

簡
易
ド
ラ
フ
ト
チ
ャ
ン
バ
ー

①
(4
)ア
(ｲ
)㋐
化
学
変
化

B
校

B
校

B
校

B
校

実
験
支
援
器
具

樹
脂
折
り
曲
げ
器

指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い
2
(6
)

C
校

C
校

C
校

C
校

グ
ラ
フ
黒
板

①
(1
)ア
(ｲ
)㋐
力
の
働
き

B
校
2

B
校

B
校

B
校

野
外
観
察
調
査
用
具

野
外
観
察
調
査
用
具

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
ネ
ッ
ト

②
(1
)ア
(ｱ
)㋐
生
物
の
観
察
、
②
(7
)ア
(ｱ
)㋑
自

然
環
境
の
調
査
と
環
境
保
全

B
校

B
校

B
校

B
校

高
性
能
双
眼
鏡

②
(1
)ア
(ｱ
)㋐
生
物
の
観
察
、
②
(6
)ア
(ｲ
)㋒
月

や
金
星
の
運
動
と
見
え
方
、
②
(7
)ア
(ｱ
)㋑
自
然

環
境
の
調
査
と
環
境
保
全

B
校

B
校

B
校

B
校

野
外
生
物
観
察
用
具

フ
ィ
ー
ル
ド
ス
コ
ー
プ

②
(1
)ア
(ｱ
)㋐
生
物
の
観
察
、
②
(7
)ア
(ｱ
)㋑
自

然
環
境
の
調
査
と
環
境
保
全

B
校

B
校

B
校

B
校

生
物
の
分
類
学
習
用
具

②
(1
)い
ろ
い
ろ
な
生
物
と
そ
の
共
通
点

C
校

C
校

C
校

C
校

標
本

標
本

火
成
岩
標
本

②
(2
)ア
(ｳ
)㋐
火
山
活
動
と
火
成
岩

A
班

A
班

A
班

A
班

岩
石
・
化
石
標
本

堆
積
岩
標
本
　

②
(2
)ア
(ｲ
)㋐
地
層
の
重
な
り
と
過
去
の
様
子

A
班

A
班

A
班

A
班

岩
石
・
化
石
標
本

鉱
物
標
本

②
(2
)ア
(ｳ
)㋐
火
山
活
動
と
火
成
岩

B
校

B
校

B
校

B
校

岩
石
・
化
石
標
本

造
岩
鉱
物
標
本

②
(2
)ア
(ｳ
)㋐
火
山
活
動
と
火
成
岩

A
校

A
校

A
校

A
校

岩
石
・
化
石
標
本

動
物
化
石
標
本

②
(2
)ア
(ｲ
)㋐
地
層
の
重
な
り
と
過
去
の
様
子

A
校

A
校

A
校

A
校

岩
石
・
化
石
標
本

植
物
化
石
標
本

②
(2
)ア
(ｲ
)㋐
地
層
の
重
な
り
と
過
去
の
様
子

A
校

A
校

A
校

A
校

示
準
化
石
標
本

②
(2
)ア
(ｲ
)㋐
地
層
の
重
な
り
と
過
去
の
様
子

A
班

A
班

A
班

A
班

岩
石
・
化
石
標
本

化
石
レ
プ
リ
カ

②
(2
)ア
(ｲ
)㋐
地
層
の
重
な
り
と
過
去
の
様
子

C
校

C
ペ

C
校

C
校

天
然
資
源
標
本

②
(2
)ア
(ｴ
)㋐
自
然
の
恵
み
と
火
山
災
害
・
地
震

災
害

C
校

C
校

C
校

C
校
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中
学
校
　
理
科

中
学
校
理
科

①
：
第
1
分
野
、
②
：
第
2
分
野

知
的
特
別
支
援
学
校
中
学
部
理
科

①
：
1
段
階
、
②
：
2
段
階

重
点

数
量

重
点

数
量

重
点

数
量

重
点

数
量

重
点

数
量

知
的

品
目

例
示
品
目

関
連
す
る
新
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
主
な
学
習
内
容

普
通

視
覚

聴
覚

肢
体
・
病
弱

標
本

脊
椎
動
物
骨
格
標
本

②
(1
)い
ろ
い
ろ
な
生
物
と
そ
の
共
通
点

A
校

A
班

A
校

A
校

生
物
標
本

草
食
哺
乳
類
頭
骨
標
本

②
(1
)い
ろ
い
ろ
な
生
物
と
そ
の
共
通
点

A
校

A
個

A
校

A
校

生
物
標
本

肉
食
哺
乳
類
頭
骨
標
本

②
(1
)い
ろ
い
ろ
な
生
物
と
そ
の
共
通
点

A
校

A
個

A
校

A
校

生
物
標
本

脊
椎
動
物
分
類
標
本

②
(1
)い
ろ
い
ろ
な
生
物
と
そ
の
共
通
点

C
校

C
校

C
校

C
校

生
物
標
本

無
脊
椎
動
物
分
類
標
本

②
(1
)い
ろ
い
ろ
な
生
物
と
そ
の
共
通
点

C
校

C
校

C
校

C
校

生
物
標
本

脊
椎
動
物
解
剖
標
本

②
(3
)ア
(ｳ
)㋐
生
命
を
維
持
す
る
働
き

C
校

C
校

C
校

C
校

無
脊
椎
動
物
解
剖
標
本

②
(3
)ア
(ｳ
)㋐
生
命
を
維
持
す
る
働
き

C
校

C
校

C
校

C
校

植
物
標
本

②
(1
)い
ろ
い
ろ
な
生
物
と
そ
の
共
通
点

C
校

C
校

C
校

C
校

模
型

機
械
の
模
型

電
動
機
分
解
模
型

①
(3
)ア
(ｲ
)㋑
磁
界
中
の
電
流
が
受
け
る
力

C
校

C
校

C
校

C
校

大
地
の
模
型

地
層
模
型

②
(2
)ア
(ｲ
)㋐
地
層
の
重
な
り
と
過
去
の
様
子

C
校

C
班

C
校

C
校

大
地
模
型

プ
レ
ー
ト
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
模
型

②
(2
)ア
(ｳ
)㋑
地
震
の
伝
わ
り
方
と
地
球
内
部

の
働
き

C
校

C
班

C
校

C
校

大
地
模
型

堆
積
地
形
模
型

②
(2
)ア
(ｱ
)㋐
身
近
な
地
形
や
地
層
、
岩
石
の

観
察

C
校

C
班

C
校

C
校

大
地
模
型

火
山
地
形
模
型

②
(2
)ア
(ｱ
)㋐
身
近
な
地
形
や
地
層
、
岩
石
の

観
察
、
(ｳ
)㋐
火
山
活
動
と
火
成
岩

C
校

C
班

C
校

C
校

大
地
模
型

侵
食
地
形
模
型

②
(2
)ア
(ｱ
)㋐
身
近
な
地
形
や
地
層
、
岩
石
の

観
察

C
校

C
班

C
校

C
校

大
地
模
型

火
山
地
質
模
型

②
(2
)ア
(ｳ
)㋐
火
山
活
動
と
火
成
岩
、
(ｴ
)㋐
自

然
の
恵
み
と
火
山
災
害
・
地
震
災
害

C
校

C
班

C
校

C
校

植
物
の
模
型

シ
ダ
植
物
模
型

②
(1
)ア
(ｲ
)㋐
植
物
の
体
の
共
通
点
と
相
違
点

C
校

C
校

C
校

C
校

コ
ケ
植
物
模
型

②
(1
)ア
(ｲ
)㋐
植
物
の
体
の
共
通
点
と
相
違
点

C
校

C
校

C
校

C
校

花
の
受
粉
模
型

②
(1
)ア
(ｲ
)㋐
植
物
の
体
の
共
通
点
と
相
違
点

C
校

C
班

C
校

C
校

単
子
葉
茎
構
造
模
型

②
(3
)ア
(ｲ
)㋐
葉
・
茎
・
根
の
つ
く
り
と
働
き

A
班

双
子
葉
茎
構
造
模
型

②
(3
)ア
(ｲ
)㋐
葉
・
茎
・
根
の
つ
く
り
と
働
き

A
班

根
の
構
造
模
型

②
(3
)ア
(ｲ
)㋐
葉
・
茎
・
根
の
つ
く
り
と
働
き

A
班

葉
の
構
造
模
型

②
(3
)ア
(ｲ
)㋐
葉
・
茎
・
根
の
つ
く
り
と
働
き

A
班

葉
の
表
面
の
気
孔
模
型

②
(3
)ア
(ｲ
)㋐
葉
・
茎
・
根
の
つ
く
り
と
働
き

A
班

動
物
の
模
型

卵
割
発
生
順
序
模
型

②
(5
)ア
(ｱ
)㋐
細
胞
分
裂
と
生
物
の
成
長

C
校

C
班

C
校

C
校

動
物
模
型

体
細
胞
分
裂
模
型

②
(5
)ア
(ｱ
)㋐
細
胞
分
裂
と
生
物
の
成
長

B
校

B
班

B
校

B
校

動
物
模
型

減
数
分
裂
模
型

②
(5
)ア
(ｱ
)㋑
生
物
の
殖
え
方

C
校

C
班

C
校

C
校

昆
虫
発
生
順
序
模
型

①
A
ア
身
の
回
り
の
生
物
(ｲ
)

Ｃ
校

昆
虫
模
型
セ
ッ
ト

①
A
ア
身
の
回
り
の
生
物
(ｲ
)

Ｃ
校

人
体
の
模
型

人
体
解
剖
模
型

②
(3
)ア
(ｳ
)㋐
生
命
を
維
持
す
る
働
き
、
㋑
刺
激

と
反
応

A
校

A
校

A
校

A
校

人
体
模
型

人
体
骨
格
模
型

②
(3
)ア
(ｳ
)㋐
生
命
を
維
持
す
る
働
き
、
㋑
刺
激

と
反
応

②
A
ア
人
の
体
の
つ
く
り
と
運
動
(ｱ
)(
ｲ
)

A
校

A
校

A
校

A
校

Ａ
校

人
体
模
型

目
の
構
造
模
型

②
(3
)ア
(ｳ
)㋑
刺
激
と
反
応

A
校

A
班

A
校

A
校

人
体
模
型

耳
の
構
造
模
型

②
(3
)ア
(ｳ
)㋑
刺
激
と
反
応

A
校

A
班

A
校

A
校

人
体
模
型

心
臓
の
構
造
模
型

②
(3
)ア
(ｳ
)㋐
生
命
を
維
持
す
る
働
き

A
校

A
班

A
校

A
校

人
体
模
型

脳
の
構
造
模
型

②
(3
)ア
(ｳ
)㋑
刺
激
と
反
応

C
校

C
班

C
校

C
校

人
体
模
型

血
液
循
環
模
型

②
(3
)ア
(ｳ
)㋐
生
命
を
維
持
す
る
働
き

B
校

B
校

B
校

B
校

人
体
模
型

人
の
発
生
順
序
模
型

②
(5
)ア
(ｱ
)㋑
生
物
の
殖
え
方

C
校

C
班

C
校

C
校

人
体
模
型

じ
ん
臓
の
構
造
模
型

②
(3
)ア
(ｳ
)㋐
生
命
を
維
持
す
る
働
き

C
校

C
班

C
校

C
校

人
体
模
型

筋
肉
の
動
き
模
型

②
(3
)ア
(ｳ
)㋑
刺
激
と
反
応

②
A
ア
人
の
体
の
つ
く
り
と
運
動
(ｱ
)(
ｲ
)

B
校

B
班

B
校

B
校

Ａ
班

人
体
模
型

歯
の
構
造
模
型

②
(3
)ア
(ｳ
)㋐
生
命
を
維
持
す
る
働
き

C
校

C
班

C
校

C
校

人
体
模
型

呼
吸
器
の
構
造
模
型

②
(3
)ア
(ｳ
)㋐
生
命
を
維
持
す
る
働
き

B
校

B
班

B
校

B
校

人
の
生
殖
器
官
模
型
（
男
女
一
式
）
②
(5
)ア
(ｱ
)㋑
生
物
の
殖
え
方

A
班
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中
学
校
　
数
学

中
学
校
数
学

知
的
特
別
支
援
学
校
中
学
部
数
学

①
：
1
段
階
、
②
：
2
段
階

重
点

数
量

重
点

数
量

重
点

数
量

重
点

数
量

重
点

数
量

提
示
説
明
器
具

数
・
式
説
明
器
具

式
の
展
開
説
明
器

3
年
A
数
と
式
（
2
）
ア
(ｲ
)、
イ
(ｱ
)

B
校

B
校

B
校

B
校

時
刻
と
時
間
説
明
器

①
Ｃ
測
定
イ

A
校

テ
ー
プ
図
指
導
板

①
Ａ
数
と
計
算
イ
、
②
Ａ
数
と
計
算
イ

Ｂ
校

数
字
・
数
図
カ
ー
ド

①
Ａ
数
と
計
算
ア

A
校

か
け
算
九
九
表

①
Ａ
数
と
計
算
ウ

Ａ
校

円
形
分
数
説
明
器

②
Ａ
数
と
計
算
カ
(ｱ
)㋐

B
校

正
方
形
分
数
説
明
器

②
Ａ
数
と
計
算
カ
(ｱ
)㋐

Ａ
校

教
授
用
1
0
0
球
そ
ろ
ば
ん

①
A
数
と
計
算
ウ

C
校

車
輪
式
距
離
測
定
器

①
Ｃ
測
定
ア

Ｂ
校

リ
ッ
ト
ル
ま
す
セ
ッ
ト
（
1
Ｌ
、
1
ｄ
Ｌ
、
1
0
ｍ
Ｌ
な
ど
）

①
Ｃ
測
定
ア

A
校

上
皿
自
動
秤
の
読
み
方
説
明
器

①
Ｃ
測
定
ア

B
校

重
さ
比
較
用
体

①
Ｃ
測
定
ア

B
校

メ
ー
ト
ル
法
説
明
器

①
Ｃ
測
定
ア
、
②
Ｂ
図
形
イ

A
校

（
数
と
計
算
説
明
器
具
）

か
ぞ
え
棒
（
提
示
用
）

①
Ａ
数
と
計
算
イ
(ｱ
)㋐
、
②
Ａ
数
と
計
算
ア
(ｱ
)㋐

A
校

図
形
説
明
器
具

図
形
の
移
動
説
明
器

1
年
B
図
形
（
1
）
ア
(ｲ
)、
イ
(ｲ
)(
ｳ
)

B
校

B
校

B
校

B
校

回
転
体
説
明
器

1
年
B
図
形
（
2
）
イ
(ｱ
)

A
校

A
校

A
校

A
校

面
積
・
体
積
原
理
説
明
器

1
年
B
図
形
（
2
）
ア
(ｲ
)、
イ
(ｲ
)

A
校

A
校

A
校

A
校

球
の
表
面
積
・
体
積
説
明
器

1
年
B
図
形
（
2
）
ア
(ｲ
)、
イ
(ｲ
)

A
校

A
校

A
校

A
校

空
間
に
お
け
る
直
線
と
平
面
説
明
器

1
年
B
図
形
（
2
）
ア
(ｱ
)

A
校

A
校

A
校

A
校

立
体
求
積
説
明
器

1
年
B
図
形
（
2
）
ア
(ｲ
)、
イ
(ｲ
)

A
校

A
校

A
校

A
校

円
周
角
・
中
心
角
説
明
器

3
年
B
図
形
（
2
）
ア
(ｱ
)、
イ
(ｱ
)

B
校

B
校

B
校

B
校

パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
（
平
面
図
形
学
習
ツ
ー
ル
）

1
年
B
図
形
（
1
）
、
2
年
B
図
形
（
1
）
（
2
）
、
3
年
B
図
形
（
1
）

（
2
）
（
3
）

A
校

A
校

A
校

A
校

図
形
の
合
同
説
明
器

2
年
B
図
形
（
2
）
ア

B
校

B
校

B
校

B
校

平
行
平
面
説
明
器

1
年
B
図
形
（
2
）
ア
(ｱ
)

B
校

B
校

B
校

B
校

立
体
図
形
の
構
成
説
明
器

1
年
B
図
形
（
2
）

A
校

A
校

A
校

A
校

立
体
展
開
説
明
器

1
年
B
図
形
（
2
）
ア
(ｲ
)、
イ
(ｱ
)(
ｲ
)

B
校

B
校

B
校

B
校

三
平
方
の
定
理
立
体
図
形
応
用
実
験
器

3
年
B
図
形
（
3
）

B
校

B
校

B
校

B
校

立
体
切
断
面
説
明
器

1
年
B
図
形
（
2
）
ア
(ｱ
)、
イ
(ｱ
)

C
校

C
校

C
校

C
校

多
角
形
内
角
の
和
説
明
器

2
年
B
図
形
（
1
）
ア
(ｲ
)

C
校

C
校

C
校

C
校

正
多
面
体
展
開
図
説
明
器

1
年
B
図
形
（
2
）
イ
(ｱ
)

C
校

C
校

C
校

C
校

線
・
点
対
称
説
明
器

1
年
B
図
形
（
1
）

C
校

C
校

C
校

C
校

立
体
切
断
面
模
型

1
年
B
図
形
（
2
）
ア
(ｱ
)、
イ
(ｱ
)

C
校

C
校

C
校

C
校

投
影
図
法
説
明
器

1
年
B
図
形
（
2
）
イ
(ｱ
)

B
校

A
校

B
校

B
校

カ
ラ
ー
図
形
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト

①
Ｂ
図
形
ア
、
②
Ｂ
図
形
ア

B
校

色
板
（
提
示
用
）

①
Ｂ
図
形
ア
、
②
Ｂ
図
形
ア

B
校

作
図
教
具

①
Ｂ
図
形
ア
、
②
B
図
形
ア

Ａ
校

（
図
形
説
明
器
具
）

ジ
オ
ボ
ー
ド
（
提
示
用
）

①
Ｂ
図
形
ア
、
②
Ｂ
図
形
ア

C
校

関
数
説
明
器
具

マ
グ
ネ
ッ
ト
式
方
眼
黒
板

1
年
C
関
数
（
1
）
、
2
年
C
関
数
（
1
）
、
3
年
C
関
数
（
1
）

A
年

A
年

A
年

A
年

折
れ
線
グ
ラ
フ
指
導
板

②
Ｄ
デ
ー
タ
の
活
用
ア

B
校

確
率
・
統
計
説
明
器
具

実
験
実
習
器
具

図
形
実
験
実
習
器
具

回
転
体
学
習
器

1
年
B
図
形
（
2
）
イ
(ｱ
)

A
班

立
体
展
開
学
習
器

1
年
B
図
形
（
2
）
イ
(ｱ
)

A
級

正
多
面
体
模
型

1
年
B
図
形
（
2
）

C
班

C
班

C
班

C
班

（
図
形
実
験
実
習
器
具
）

図
形
構
成
実
習
器
（
色
板
）

①
Ｂ
図
形
ア
、
②
図
形
Ｂ
ア

A
班

リ
ッ
ト
ル
ま
す
セ
ッ
ト
（
1
Ｌ
、
1
ｄ
Ｌ
、
1
0
ｍ
Ｌ
な
ど
）

①
Ｃ
測
定
ア

A
班

車
輪
式
距
離
測
定
器

①
Ｃ
測
定
ア

B
班

品
目

例
示
品
目

関
連
す
る
新
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
主
な
学
習
内
容

佐
藤
先
生

長
谷
川
先
生

肢
体
：
類
瀬
先
生
　
　
病
弱
：
布
川
先
生

相
坂
先
生

普
通

視
覚

聴
覚

肢
体
・
病
弱

知
的
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中
学
校
　
数
学

中
学
校
数
学

知
的
特
別
支
援
学
校
中
学
部
数
学

①
：
1
段
階
、
②
：
2
段
階

重
点

数
量

重
点

数
量

重
点

数
量

重
点

数
量

重
点

数
量

品
目

例
示
品
目

関
連
す
る
新
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
主
な
学
習
内
容

佐
藤
先
生

長
谷
川
先
生

肢
体
：
類
瀬
先
生
　
　
病
弱
：
布
川
先
生

相
坂
先
生

普
通

視
覚

聴
覚

肢
体
・
病
弱

知
的

確
率
・
統
計
実
験
実
習
器
具

計
算
器
具

計
算
器
具

グ
ラ
フ
電
卓
・
測
定
用
セ
ン
サ
ー

1
年
C
関
数
（
1
）
、
2
年
C
関
数
（
1
）
、
3
年
C
関
数
（
1
）

B
ぺ

B
ぺ

B
ぺ

B
ぺ
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価格差、性能差の大きい理科教育等設備について 

 

本資料は、理科教育等設備の中で、特に高額なものや、それに伴う性能差が大きい理科教育のた

めの設備について、①活用することが考えられる場面と②標準的に必要と思われる性能について

考える際の視点を整理し、設備整備の際の参考資料として作成したものである。 

 

【小学校理科】 
●天体望遠鏡（重点：Ｂ 数量：学校に１台） 

① 活用することが考えられる場面 

○ 月は日によって形が変わって見えることや、明るさや色の違う星があることを捉える際、移

動教室や宿泊を伴う学習の機会を生かして、実際に月や星を観察することが考えられる。夜空

に輝く無数の星に対する豊かな心情と天体に対する興味・関心をもつことができる。（第４学

年Ｂ⑸「月と星」） 

 

○ 月の形の見え方と太陽の位置関係を実際に観察して調べる際に、太陽が沈んでから見える月

を望遠鏡で観察したり、昼間に見える月を望遠鏡で観察したりすることが考えられる。月を観

察する際に、クレーターなど、表面の様子にも目を向けることで、月に対する興味・関心を高

めることができる。（第６学年Ｂ⑸「月と太陽」） 

 

② 標準的に必要と思われる性能について考える際の視点 

・主に月や星を観察することを目的とする。星については、火星や木星などの惑星を観察し、天

体についての興味・関心を高めることが考えられる。月や星を観察するためには、経緯台方式

のものがあれば十分である。 

・メンテナンスがしやすく、扱いやすいものがよい。 

・１つの天体を追尾するような微動装置や太陽投影板などは、必ずしも必要ではない。 

 

●提示用顕微鏡（重点：Ｃ 数量：学校に１台） 

① 活用することが考えられる場面 

 ○ 花にはおしべやめしべなどがあり、花粉がめしべの先に付くとめしべのもとが実になり、実

の中に種子ができることを捉える際、顕微鏡を使って花粉を観察することが考えられる。児童

が顕微鏡で観察したことを、教材提示装置で、大型のモニターに映し出すことで、学習内容の

理解を深めることができる。（第５学年Ｂ⑴「植物の発芽、成長、結実」） 

 

 ○ 根、茎及び葉には、水の通り道があり、根から吸い上げられた水は主に葉から蒸散により排

出されることを捉える際、植物に着色した水を吸わせ、茎や葉などを切ってその体の内部のつ

くりを観察することが考えられる。児童が顕微鏡で観察したことを、教材提示装置で、大型の

モニターに映し出すことで、学習内容の理解を深めることができる。（第６学年Ｂ⑵「植物の養

分と水の通り道」） 

 

別紙２ 
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 ○ 生物の間には、食う食われるという関係があることを捉える際、池や川などの水を採取し、

顕微鏡などを使って、水中の小さな生物を観察することが考えられる。児童が顕微鏡で観察し

たことを、教材提示装置で、大型のモニターに映し出すことで、学習内容の理解を深めること

ができる。（第６学年Ｂ⑶「生物と環境」） 

 

② 標準的に必要と思われる性能について考える際の視点 

・顕微鏡で観察する対象として、花粉（200 倍）、気孔（200 倍）、ミジンコ（40 倍）、ゾウリムシ

（100 倍）、ミドリムシ（400 倍）などが考えられ、倍率として、400 倍程度までで十分である。 

・光源として、ＬＥＤ照明装置が備わっているほうが、扱いやすい。 

・大型モニターに投影する際、ケーブル接続のほかに、Ｗｉ－Ｆｉ接続ができるほうが、扱いや

すい。 

・小型のモニターがあったほうが、接眼レンズを覗かなくても操作できるので、扱いやすい。 
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【中学校理科】 

●提示用双眼実体顕微鏡（重点：Ａ 数量：学校に１台） 

① 活用することが考えられる場面 

○ 校庭や学校周辺の生物の観察を行う際に、教師が提示するための設備として、双眼実体顕微

鏡を用いて、外観から観察できる体のつくりを観察する。（第２分野 (1)ア(ｱ)㋐「生物の観

察） 

 

○ 植物や動物の外部形態の観察を行う際に、教師が提示するための設備として、双眼実体顕微

鏡を用いて、外観から観察できる体のつくりを観察する。（第２分野 (1)ア(ｲ)㋐「植物の体の

共通点と相違点」、(1)ア(ｲ)㋑「動物の体の共通点と相違点」） 

 

○ 植物の葉、茎、根のつくり（内部形態）についての観察を行う際に、教師が提示するための

設備として、双眼実体顕微鏡を用いて、幾つかの植物の葉、茎、根のつくりを概観する。なお、

詳細なつくりについては、高倍率で観察できる顕微鏡を用いる。（第２分野 (3)ア(ｲ)㋐「葉・

茎・根のつくりと働き」） 

 

② 標準的に必要と思われる性能について考える際の視点 

・総合倍率：20 倍、40 倍、接眼レンズの倍率：10 倍、ＬＥＤ照明装置付きのものがあれば十分

である。 

・大型モニターに投影する際、ケーブル接続のほかに、Ｗｉ－Ｆｉ接続ができるほうが、扱いや

すい。 

 

●実物元素周期表（重点：Ｃ 数量：学校に１台） 

① 活用することが考えられる場面 

○ 元素については、周期表を用いて金属や非金属など多くの種類が存在することに触れる際に、写

真の周期表ではなく、実物が展示された周期表を用いることで、生徒の興味・関心を高めることが

考えられる。（第１分野（4）ア(ｱ)㋑「原子・分子」） 

 

② 標準的に必要と思われる性能について考える際の視点 

・授業において安全に取り扱えるものであり、以下に例示する各元素の色や状態などを直接見た

り触ったりすることで実感を伴う学習ができるものであれば、十分である。 

 

例 B、C、Mg、Al、Si、S、Ti、V、Cr、Mn、Fe、Co、Ni、Cu、Zn、Ga、Ge、Zr、Mo、Pd、Ag、In、

Sn、Sb、Ta、W、Pt、Au、Pb、Bi などを含むもの 

 

●天体望遠鏡（重点：Ａ 数量：学校に１台） 

① 活用することが考えられる場面 

○ 天体望遠鏡で太陽表面の黒点の観察を数日行い、それらの観察記録や写真、映像などの資料

を基に、太陽表面の特徴を理解させる。（第２分野 (6)ア(ｲ)㋐「太陽の様子」） 
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○ 惑星や恒星を天体観測し、その観測資料などを基に、惑星と恒星などの特徴を見いだして理

解させる。（第２分野 (6)ア(ｲ)㋑「惑星と恒星」） 

 

○ 月や金星を天体観測し、その観測資料などを基に、月の見え方の特徴や金星の見かけの形と

大きさが変化することを見いださせる。（第２分野 (6)ア(ｲ)㋒「月や金星の運動と見え方」） 

 

 ② 標準的に必要と思われる性能について考える際の視点 

・主に太陽表面の観察を行うための天体望遠鏡としては、屈折式、赤道儀方式（有効径 80mm、焦

点距離 910mm、集光力が肉眼の 131 倍程度の屈折望遠鏡）で、太陽投影板付のものがあれば十

分である。 

・１つの天体を追尾するような微動装置などは、必ずしも必要ではない。 
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